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ダ
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ダ
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四
　
自
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コ
ペ
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ニ
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一
　
は
じ
め
に

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
は
一
七
二
三
年
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
カ
ー
コ
ー
デ
ィ
に
誕
生
し
、
一
七
九
〇
年
に
他
界
し
て
い
る
（
１
）

。
だ
か
ら
彼
は

完
全
に
一
八
世
紀
の
人
で
あ
り
、
一
八
世
紀
の
最
も
核
心
部
を
生
き
た
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
（
２
）

。
彼
の
生
涯
は
概
し
て
静
か
な
も

の
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
学
卒
業
後
の
数
年
を
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
ベ
リ
オ
ル
・
カ
レ
ッ
ジ
に
学
び
、
対
仏
七
年

戦
争
終
結
直
後
の
一
七
六
四
年
初
め
に
バ
ッ
ク
ル
ー
侯
の
家
庭
教
師
と
し
て
共
に
フ
ラ
ン
ス
に
渡
っ
た
ス
ミ
ス
（
３
）

は
、
数
年
の
間
ケ
ネ
ー
や

百
科
全
書
派
（
４
）

の
人
々
と
交
わ
り
を
結
び
様
々
な
こ
と
を
学
ん
だ
が
、
ほ
と
ん
ど
生
涯
を
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
一
学
究
と
し
て
過
ご
し
た
、

い
わ
ば
生
粋
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
で
あ
る
（
５
）

。
彼
の
一
生
は
比
較
的
静
か
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
し
か
し
彼
が
生
存
し
活
躍
し
た

時
代
は
、
き
わ
め
て
大
き
な
変
動
の
時
代
で
あ
っ
た
。

ま
ず
経
済
史
的
視
点
か
ら
見
れ
ば
、
一
八
世
紀
と
い
う
時
代
は
重
商
主
義
的
政
策
の
破
綻
が
、
政
治
的
・
社
会
的
混
乱
を
引
き
起
こ
し

た
時
代
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
記
せ
ば
世
界
の
二
大
強
国
と
し
て
君
臨
し
、
搾
取
、
強
制
、
略
奪
を
ほ

し
い
ま
ま
に
す
る
植
民
地
争
奪
を
め
ぐ
っ
て
、
六
〇
年
も
の
間
戦
争
に
明
け
暮
れ
、
一
七
六
〇
年
代
に
イ
ギ
リ
ス
に
産
業
革
命
（
６
）

が
起
こ
っ

た
と
は
い
え
、
一
七
七
五
年
に
は
北
米
植
民
地
の
独
立
戦
争
が
始
ま
り
、
一
七
八
九
年
に
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
が
頂
点
に
達
す
る
と
い
う
、

ま
さ
に
騒
然
と
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
彼
の
時
代
は
目
を
内
外
に
向
け
れ
ば
、
ま
さ
に
激
動
の
時
代
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
（
７
）。

次
に
思
想
史
的
視
点
か
ら
見
れ
ば
、
一
八
世
紀
は
啓
蒙
思
想
の
時
代
で
あ
り
、
封
建
的
諸
特
権
に
対
す
る
理
性
の
抵
抗
の
時
代
で
あ
っ

た
（
８
）

。
だ
か
ら
啓
蒙
の
時
代
は
ま
た
、
超
自
然
的
な
も
の
に
対
す
る
信
仰
や
キ
リ
ス
ト
の
復
活
や
奇
跡
に
対
す
る
疑
心
と
反
発
の
時
代
で
あ

り
、
総
じ
て
中
世
を
支
配
し
て
き
た
教
会
権
力
に
対
す
る
人
間
的
反
抗
で
あ
り
、
ま
た
国
家
公
認
の
、
政
治
と
癒
着
し
た
教
会
に
対
す
る

）
一
一
一
（

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
お
け
る
富
と
幸
福
（
山
口
）

三

批
判
の
時
代
で
あ
っ
（
９
）

た
（
10
）

。

ス
ミ
ス
も
時
代
の
子
で
あ
る
。
啓
蒙
の
洗
礼
を
受
け
た
ス
ミ
ス
は
、『
国
富
論
』
に
お
い
て
教
会
権
力
へ
の
批
判
は
鋭
く
、
本
質
を
衝

く
痛
烈
な
も
の
で
あ
っ
た
（
11
）

。
政
治
権
力
と
癒
着
し
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
教
会
も
、
厳
し
い
批
判
の
的
と
な
る
。
さ
ら
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
に
お
い
て
も
、
知
識
人
も
含
め
て
社
会
の
大
勢
の
民
衆
が
宗
教
的
抑
圧
の
下
に
あ
り
、
人
間
の
真
の
意
味
で
の
幸
福
が
犠
牲
に
な
っ
て

い
る
状
況
が
続
い
て
い
た
。
啓
蒙
思
想
家
ス
ミ
ス
は
、
こ
う
し
た
教
会
の
非
人
間
的
抑
圧
を
黙
視
で
き
ず
打
破
し
よ
う
と
し
、
加
え
て
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
長
老
派
の
啓
示
信
仰
に
伴
う
宗
教
的
迷
妄
か
ら
人
々
を
解
放
し
よ
う
と
尽
力
し
た
の
で
あ
る
（
1２
）

。

ロ
イ
・
ポ
ー
タ
ー
は
啓
蒙
時
代
の
特
徴
を
簡
潔
に
ま
と
め
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
啓
蒙
の
時
代
と
は
、
多
く
の
、

し
か
も
有
力
な
世
俗
型
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
が
初
め
て
勃
興
し
、
聖
職
者
に
挑
戦
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
時
代
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ま

で
は
何
世
紀
に
も
わ
た
っ
て
、
聖
職
者
集
団
が
最
良
の
情
報
伝
播
の
メ
デ
ィ
ア
（
教
会
や
説
教
壇
）
を
支
配
し
、
指
導
的
な
教
育
情
報
の

流
通
に
つ
い
て
も
法
的
な
特
権
を
享
受
し
て
き
た
。
そ
れ
が
変
っ
た
の
で
あ
る
。
…
…
つ
ま
り
啓
蒙
の
時
代
と
は
、
こ
の
よ
う
に
教
会
の

教
理
と
い
う
目
隠
し
か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
精
神
を
解
放
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
（
13
）

」
と
。
ス
ミ
ス
は
ま
さ
に
近
代
化
の
た
め
の
闘
士
で

あ
っ
た
こ
と
は
、
想
起
さ
れ
て
よ
い
だ
ろ
う
（
14
）

。

小
論
で
は
、
ス
ミ
ス
が
学
ん
だ
当
時
の
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
学
そ
の
も
の
の
知
的
雰
囲
気
、
ス
ミ
ス
に
最
も
強
い
影
響
を
与
え
、
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
教
会
と
対
立
し
て
い
た
恩
師
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ハ
チ
ス
ン
の
啓
蒙
思
想
な
ど
を
踏
ま
え
つ
つ
、
ス
ミ
ス
が
自
ら
の
宗
教
観
に
基
づ
き

人
間
に
と
っ
て
真
の
幸
福
と
は
如
何
な
る
状
態
だ
と
考
え
て
い
た
か
、
ま
た
人
間
に
と
っ
て
富
と
は
ど
ん
な
意
味
を
も
つ
の
か
、
そ
し
て

富
と
幸
福
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
か
、
こ
う
し
た
点
を
中
心
に
ス
ミ
ス
の
著
作
に
即
し
て
、
紙
幅
の
許
す
か
ぎ
り
、
明
ら

か
に
し
て
み
た
い
。

）
一
一
二
（
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ダ
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三

批
判
の
時
代
で
あ
っ
（
９
）

た
（
10
）

。

ス
ミ
ス
も
時
代
の
子
で
あ
る
。
啓
蒙
の
洗
礼
を
受
け
た
ス
ミ
ス
は
、『
国
富
論
』
に
お
い
て
教
会
権
力
へ
の
批
判
は
鋭
く
、
本
質
を
衝

く
痛
烈
な
も
の
で
あ
っ
た
（
11
）

。
政
治
権
力
と
癒
着
し
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
教
会
も
、
厳
し
い
批
判
の
的
と
な
る
。
さ
ら
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
に
お
い
て
も
、
知
識
人
も
含
め
て
社
会
の
大
勢
の
民
衆
が
宗
教
的
抑
圧
の
下
に
あ
り
、
人
間
の
真
の
意
味
で
の
幸
福
が
犠
牲
に
な
っ
て

い
る
状
況
が
続
い
て
い
た
。
啓
蒙
思
想
家
ス
ミ
ス
は
、
こ
う
し
た
教
会
の
非
人
間
的
抑
圧
を
黙
視
で
き
ず
打
破
し
よ
う
と
し
、
加
え
て
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
長
老
派
の
啓
示
信
仰
に
伴
う
宗
教
的
迷
妄
か
ら
人
々
を
解
放
し
よ
う
と
尽
力
し
た
の
で
あ
る
（
1２
）

。

ロ
イ
・
ポ
ー
タ
ー
は
啓
蒙
時
代
の
特
徴
を
簡
潔
に
ま
と
め
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
啓
蒙
の
時
代
と
は
、
多
く
の
、

し
か
も
有
力
な
世
俗
型
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
が
初
め
て
勃
興
し
、
聖
職
者
に
挑
戦
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
時
代
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ま

で
は
何
世
紀
に
も
わ
た
っ
て
、
聖
職
者
集
団
が
最
良
の
情
報
伝
播
の
メ
デ
ィ
ア
（
教
会
や
説
教
壇
）
を
支
配
し
、
指
導
的
な
教
育
情
報
の

流
通
に
つ
い
て
も
法
的
な
特
権
を
享
受
し
て
き
た
。
そ
れ
が
変
っ
た
の
で
あ
る
。
…
…
つ
ま
り
啓
蒙
の
時
代
と
は
、
こ
の
よ
う
に
教
会
の

教
理
と
い
う
目
隠
し
か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
精
神
を
解
放
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
（
13
）

」
と
。
ス
ミ
ス
は
ま
さ
に
近
代
化
の
た
め
の
闘
士
で

あ
っ
た
こ
と
は
、
想
起
さ
れ
て
よ
い
だ
ろ
う
（
14
）

。

小
論
で
は
、
ス
ミ
ス
が
学
ん
だ
当
時
の
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
学
そ
の
も
の
の
知
的
雰
囲
気
、
ス
ミ
ス
に
最
も
強
い
影
響
を
与
え
、
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
教
会
と
対
立
し
て
い
た
恩
師
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ハ
チ
ス
ン
の
啓
蒙
思
想
な
ど
を
踏
ま
え
つ
つ
、
ス
ミ
ス
が
自
ら
の
宗
教
観
に
基
づ
き

人
間
に
と
っ
て
真
の
幸
福
と
は
如
何
な
る
状
態
だ
と
考
え
て
い
た
か
、
ま
た
人
間
に
と
っ
て
富
と
は
ど
ん
な
意
味
を
も
つ
の
か
、
そ
し
て

富
と
幸
福
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
か
、
こ
う
し
た
点
を
中
心
に
ス
ミ
ス
の
著
作
に
即
し
て
、
紙
幅
の
許
す
か
ぎ
り
、
明
ら

か
に
し
て
み
た
い
。

）
一
一
二
（
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四

（
1
）	G

avin	K
ennedy,	A

d
am

 S
m

ith
’s L

ost L
egacy,	２005,	p.	3.

（
２
）	

高
島
善
哉
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
』、
岩
波
新
書
、
二
〇
〇
四
年
、
二
一
頁
。

（
3
）	
ニ
コ
ラ
ス
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
ソ
ン
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
と
そ
の
時
代
』（
永
井
大
輔
訳
）、
白
水
社
、
二
〇
一
四
年
、
第
一
章
、
第
二
章
を
参
照
。

（
4
）	
Ｊ
・
プ
ル
ー
ス
ト
『
百
科
全
書
』（
平
岡
昇
・
市
川
慎
一
訳
）、
岩
波
書
店
、
一
九
八
〇
年
、
第
三
章
を
参
照
。

（
5
）	

内
田
義
彦
『
経
済
学
史
講
義
』、
未
来
社
、
一
九
九
五
年
、
九
五
頁
。

（
６
）	

産
業
革
命
と
い
う
用
語
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
世
紀
初
頭
の
フ
ラ
ン
ス
人
経
済
学
者
ジ
ェ
ロ
ー
ム
・
ア
ド
ル
フ
・
ブ
ラ
ン
キ

に
よ
る
。
彼
は
、
同
時
代
人
が
経
験
す
る
巨
大
な
る
社
会
経
済
的
転
換
を
産
業
革
命
と
い
う
用
語
に
よ
っ
て
表
現
し
よ
う
と
し
た
。
そ
し
て
産
業
革

命
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
に
よ
っ
て
発
明
さ
れ
た
。（
長
谷
川
貴
彦
『
産
業
革
命
』、
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
、
七
─
八
頁
を
参

照
。）

（
７
）	

鈴
木
亮
「
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
時
代
と
学
問
」『
経
済
』、
一
四
六
号
、
新
日
本
出
版
社
、
一
九
七
六
年
、
二
一
七
頁
。

（
８
）	

た
と
え
ば
以
下
の
文
献
を
参
照
さ
れ
た
い
。
モ
ー
リ
ス
・
ク
ラ
ン
ス
ト
ン
『
啓
蒙
の
政
治
哲
学
者
た
ち
』（
富
沢
克
・
山
本
周
次
訳
）、
昭
和
堂
、

一
九
八
九
年
。

（
９
）	

大
河
内
一
男
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
』（『
人
類
の
知
的
遺
産
㊷
』、
講
談
社
、
一
九
七
九
年
、
四
一
三
頁
。）

（
10
）	

新
し
い
知
と
科
学
の
冒
険
へ
と
繰
り
出
し
た
一
八
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
啓
蒙
主
義
は
、
一
国
の
歴
史
の
中
で
は
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
い
う
一

つ
の
コ
ス
モ
ス
の
思
潮
と
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
弓
削
尚
子
『
啓
蒙
の
世
紀
と
文
明
観
』、
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
、
四
頁
。）

（
11
）	

田
中
正
司
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
と
現
代
』、
御
茶
の
水
書
房
、
二
〇
〇
七
年
、
一
五
頁
。

（
1２
）	

同
上
、
一
四
頁
。

（
13
）	

ロ
イ
・
ポ
ー
タ
ー
『
啓
蒙
主
義
』（
見
市
雅
俊
訳
）、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
、
一
〇
六
─
八
頁
。

（
14
）	

高
島
善
哉
、
前
掲
書
、
一
六
頁
。

）
一
一
二
（

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
お
け
る
富
と
幸
福
（
山
口
）

五

二
　
進
歩
的
な
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
学

ス
ミ
ス
が
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
学
に
入
学
し
た
の
は
、
一
七
三
七
年
で
彼
が
一
四
歳
の
と
き
で
あ
っ
た
。
当
時
の
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
学
は
、
王

国
最
高
の
大
学
の
一
つ
で
あ
っ
た
し
（
１
）

、
一
七
三
〇
年
代
に
は
宗
教
と
政
治
の
両
面
で
自
由
主
義
の
立
場
を
と
る
ハ
チ
ス
ン
を
中
心
と
す
る

何
人
か
の
教
師
の
影
響
を
受
け
て
、
強
烈
な
宗
派
主
義
が
薄
れ
は
じ
め
、
宗
教
的
偏
見
か
ら
は
比
較
的
自
由
で
活
気
に
満
ち
て
い
た
（
２
）

。
そ

れ
は
、
一
七
〇
七
年
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
合
邦
さ
れ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
急
激
な
経
済
発
展
と
、
そ
れ
に
伴
う
文
化
運
動
高
揚
の
手
掛

か
り
を
つ
か
み
つ
つ
あ
る
時
代
を
反
映
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
（
３
）

。

当
時
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
比
べ
て
産
業
は
遅
れ
、
織
物
工
業
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
か
ら
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
り
も

し
た
が
、
次
第
に
近
代
化
が
進
み
、
亜
麻
産
業
が
育
成
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
に
最
も
近
い
港
と
し
て
、
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
が
ア
メ
リ
カ
貿
易
に
利

用
さ
れ
る
な
ど
の
た
め
に
前
途
が
開
け
て
い
た
。
だ
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
現
実
と
い
え
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
と
く
に
遅
れ
た
国
の
ひ

と
つ
で
あ
り
、
封
建
制
度
が
残
っ
て
い
て
多
く
の
民
衆
は
極
貧
と
い
え
る
ほ
ど
貧
し
か
っ
た
（
４
）

。

さ
て
ス
ミ
ス
が
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
学
に
入
学
し
た
一
七
三
七
年
に
は
、
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
の
商
人
は
、
北
米
の
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
と
の
貿
易
を

始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
主
に
バ
ー
ジ
ニ
ア
と
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
嗅
ぎ
タ
バ
コ
用
の
タ
バ
コ
を
輸
入
す
る
よ
う
に
な
っ
た
（
５
）

。
グ
ラ
ス

ゴ
ウ
は
自
由
な
雰
囲
気
を
も
つ
商
業
的
且
つ
革
新
的
な
新
興
都
市
へ
と
次
第
に
変
貌
し
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
の
辺
の
状
況
を
キ
ャ
ン
ベ
ル
と

ス
キ
ナ
ー
は
「
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
は
古
い
秩
序
が
新
し
い
秩
序
に
、
そ
れ
も
主
と
し
て
商
業
的
貴
族
社
会
の
優
勢
に
基
づ
い
て
い
る
秩
序
に
道

を
譲
っ
た
都
市
（
６
）

」
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

近
代
化
が
進
行
し
つ
つ
あ
っ
た
新
興
都
市
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
の
知
的
中
核
の
場
と
し
て
の
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
学
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
、
否
、
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五

二
　
進
歩
的
な
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
学

ス
ミ
ス
が
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
学
に
入
学
し
た
の
は
、
一
七
三
七
年
で
彼
が
一
四
歳
の
と
き
で
あ
っ
た
。
当
時
の
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
学
は
、
王

国
最
高
の
大
学
の
一
つ
で
あ
っ
た
し
（
１
）

、
一
七
三
〇
年
代
に
は
宗
教
と
政
治
の
両
面
で
自
由
主
義
の
立
場
を
と
る
ハ
チ
ス
ン
を
中
心
と
す
る

何
人
か
の
教
師
の
影
響
を
受
け
て
、
強
烈
な
宗
派
主
義
が
薄
れ
は
じ
め
、
宗
教
的
偏
見
か
ら
は
比
較
的
自
由
で
活
気
に
満
ち
て
い
た
（
２
）

。
そ

れ
は
、
一
七
〇
七
年
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
合
邦
さ
れ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
急
激
な
経
済
発
展
と
、
そ
れ
に
伴
う
文
化
運
動
高
揚
の
手
掛

か
り
を
つ
か
み
つ
つ
あ
る
時
代
を
反
映
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
（
３
）

。

当
時
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
比
べ
て
産
業
は
遅
れ
、
織
物
工
業
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
か
ら
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
り
も

し
た
が
、
次
第
に
近
代
化
が
進
み
、
亜
麻
産
業
が
育
成
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
に
最
も
近
い
港
と
し
て
、
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
が
ア
メ
リ
カ
貿
易
に
利

用
さ
れ
る
な
ど
の
た
め
に
前
途
が
開
け
て
い
た
。
だ
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
現
実
と
い
え
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
と
く
に
遅
れ
た
国
の
ひ

と
つ
で
あ
り
、
封
建
制
度
が
残
っ
て
い
て
多
く
の
民
衆
は
極
貧
と
い
え
る
ほ
ど
貧
し
か
っ
た
（
４
）

。

さ
て
ス
ミ
ス
が
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
学
に
入
学
し
た
一
七
三
七
年
に
は
、
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
の
商
人
は
、
北
米
の
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
と
の
貿
易
を

始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
主
に
バ
ー
ジ
ニ
ア
と
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
嗅
ぎ
タ
バ
コ
用
の
タ
バ
コ
を
輸
入
す
る
よ
う
に
な
っ
た
（
５
）

。
グ
ラ
ス

ゴ
ウ
は
自
由
な
雰
囲
気
を
も
つ
商
業
的
且
つ
革
新
的
な
新
興
都
市
へ
と
次
第
に
変
貌
し
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
の
辺
の
状
況
を
キ
ャ
ン
ベ
ル
と

ス
キ
ナ
ー
は
「
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
は
古
い
秩
序
が
新
し
い
秩
序
に
、
そ
れ
も
主
と
し
て
商
業
的
貴
族
社
会
の
優
勢
に
基
づ
い
て
い
る
秩
序
に
道

を
譲
っ
た
都
市
（
６
）

」
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

近
代
化
が
進
行
し
つ
つ
あ
っ
た
新
興
都
市
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
の
知
的
中
核
の
場
と
し
て
の
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
学
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
、
否
、
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六

イ
ギ
リ
ス
全
体
の
新
し
い
学
問
と
思
想
の
中
心
で
あ
り
、
こ
の
大
学
に
は
学
問
研
究
の
分
野
で
高
い
評
価
を
得
て
い
た
教
師
た
ち
が
相
当

活
躍
し
て
い
た
こ
と
は
記
憶
さ
れ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
と
り
わ
け
次
の
教
師
た
ち
は
高
い
評
価
を
受
け
、
学
生
た
ち
の
尊
敬
の
的
で
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
ギ
リ
シ
ャ
語
・
ギ
リ
シ
ャ
文
学
教
師
ア
レ
グ
ザ
ン
ダ
ー
・
ダ
ン
ロ
ッ
プ
、
古
代
幾
何
学
（
エ
ウ
ク
レ
イ
デ
ス
＝
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
）

の
再
興
者
と
し
て
有
名
な
数
学
教
師
ロ
バ
ー
ト
・
シ
ム
ス
ン
、
そ
れ
に
前
に
述
べ
た
ハ
チ
ス
ン
で
あ
る
（
７
）

。
し
か
し
ス
ミ
ス
に
最
も
影
響
を

与
え
た
の
は
、
何
と
い
っ
て
も
流
暢
な
言
い
回
し
の
で
き
る
稀
な
才
能
、
思
想
の
新
鮮
さ
、
そ
し
て
学
生
た
ち
の
心
を
し
っ
か
り
つ
か
む
、

そ
の
真
摯
な
態
度
を
合
わ
せ
持
っ
て
い
る
力
強
い
魅
力
あ
る
指
導
者
ハ
チ
ス
ン
で
あ
っ
た
（
８
）

。

ハ
チ
ス
ン
は
当
時
、
道
徳
哲
学
の
講
座
（
９
）

を
担
当
し
て
い
た
が
、
自
由
潑
剌
た
る
雄
弁
と
創
造
性
を
も
っ
て
大
学
内
に
知
的
自
由
を
横
溢

さ
せ
、
ス
ミ
ス
の
学
問
へ
の
関
心
を
高
め
、
晩
年
ス
ミ
ス
に
「
忘
れ
え
ぬ
ハ
チ
ス
ン
」
と
言
わ
し
め
た
ほ
ど
で
あ
る
（
10
）

。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

に
あ
る
大
学
の
道
徳
哲
学
の
講
座
は
、
啓
蒙
の
時
代
に
あ
っ
て
、
ま
さ
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
学
問
と
思
想
を
代
表
す
る
学
問
で
あ
っ
た

こ
と
は
注
目
さ
れ
て
よ
い
だ
ろ
う
（
11
）

。
そ
し
て
ス
ミ
ス
は
、
後
に
道
徳
哲
学
の
講
座
担
当
者
に
選
ば
れ
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
る
（
1２
）

。
ハ
チ
ス
ン

が
学
生
に
人
気
が
あ
っ
た
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
当
時
と
し
て
は
大
学
で
初
め
て
旧
習
を
破
っ
て
母
国
語
（
英
語
）
で
講
義
し
た
の
み
な

ら
ず
、
加
え
て
先
に
触
れ
た
同
僚
の
ギ
リ
シ
ャ
語
教
師
ダ
ン
ロ
ッ
プ
と
共
に
、
古
典
研
究
を
復
活
さ
せ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
（
13
）

。

勿
論
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
ハ
チ
ス
ン
は
三
代
目
シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ
伯
を
創
始
者
と
す
る
道
徳
感
学
派
の
代
表
者
で
あ
り
、「
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
哲
学
の
父
」
と
呼
ば
れ
、
さ
ら
に
「
イ
ギ
リ
ス
功
利
主
義
と
い
う
強
力
な
学
派
の
創
始
者
の
一
人
（
14
）

」
で
も
あ
っ
た
の
で
、
ハ
チ
ス

ン
は
大
学
外
の
長
老
派
の
聖
職
者
た
ち
か
ら
は
危
険
な
新
し
い
思
想
を
教
え
て
い
る
と
思
わ
れ
た
。
具
体
的
に
い
え
ば
、
人
間
に
は
本
来

何
が
善
か
を
探
究
さ
せ
、
そ
れ
を
明
ら
か
に
さ
せ
う
る
「
道
徳
感
」
と
い
う
感
情
が
与
え
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
「
最
大
多
数
の
最
大
幸
福

を
も
た
ら
す
行
為
が
最
善
の
も
の
」
と
い
う
、
当
時
の
神
こ
そ
神
聖
に
し
て
最
善
の
も
の
と
い
う
思
想
を
真
っ
向
か
ら
否
定
す
る
思
想
を
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七

呈
示
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
神
秘
的
な
神
の
奇
跡
を
信
じ
る
こ
と
よ
り
、
人
類
の
幸
福
の
た
め
に
生
き
る
こ
と
こ
そ
神
の
意
志
だ
と

い
う
新
し
い
思
想
つ
ま
り
啓
蒙
思
想
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
神
は
、
神
秘
的
な
奇
跡
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
人
類

の
幸
福
の
た
め
に
存
在
す
る
の
だ
と
考
え
て
い
た
ハ
チ
ス
ン
の
こ
の
宗
教
的
楽
観
主
義
は
、
彼
の
先
輩
ガ
ー
シ
ョ
ム
・
カ
ー
マ
イ
ケ
ル
の

厳
格
な
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
と
は
対
照
的
で
あ
っ
た
（
15
）

。
こ
う
し
た
こ
と
は
、
一
方
で
進
取
の
気
性
を
も
っ
た
学
生
た
ち
に
深
い
感
銘
を
与

え
た
が
、
他
方
で
当
時
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
教
会
の
長
老
派
聖
職
者
た
ち
に
と
っ
て
は
許
す
こ
と
の
で
き
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

既
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

前
述
の
よ
う
に
ハ
チ
ス
ン
は
道
徳
哲
学
の
講
座
担
当
者
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
講
義
内
容
は
一
言
で
い
え
ば
、
神
の
た
め
の
人
間
と
い
う

思
想
か
ら
人
間
の
た
め
の
神
と
い
う
思
想
へ
、
つ
ま
り
人
間
中
心
の
自
由
思
想
へ
の
脱
皮
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
大
道
安
次
郎
は
「
人

間
の
地
位
が
侍
女
か
ら
主
人
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
世
界
観
の
中
心
が
変
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
中
世
の
世
界
観
と
は
ま
さ
に
百
八
十
度
の

転
換
で
あ
っ
た
（
1６
）

」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
人
間
中
心
の
社
会
、
人
間
の
た
め
の
神
と
い
う
思
想
は
、
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
啓
蒙
知
識
人
た

ち
の
間
に
も
共
通
し
て
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
（
1７
）

。
例
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
み
よ
う
。「
硬
直
し
た
教
会
の
権
威
や
、
国
王
政
府
と
教
会
が

一
体
と
な
っ
て
民
衆
を
支
配
す
る
社
会
体
制
を
転
覆
さ
せ
、
人
民
や
民
衆
が
主
体
に
な
り
自
ら
の
幸
福
を
追
求
し
、
幸
福
を
感
じ
る
社
会

を
実
現
す
る
（
1８
）

」。「
世
の
中
の
権
威
、
教
義
、
通
説
、
伝
統
、
因
習
、
そ
れ
ら
す
べ
て
を
疑
う
こ
と
か
ら
出
発
し
て
真
理
を
探
究
し
、
人
間

を
中
心
に
、
人
間
の
幸
福
を
基
軸
に
し
て
物
事
を
捉
え
直
す
（
1９
）

」。「
あ
の
干
か
ら
び
た
よ
う
な
、
人
を
騙
し
続
け
る
古
く
さ
い
考
え
を
一
掃

し
、
無
知
と
迷
信
か
ら
人
び
と
を
解
放
し
た
い
（
２0
）

。」

こ
う
し
た
神
中
心
の
社
会
か
ら
人
間
中
心
の
社
会
へ
の
転
換
の
思
想
に
対
し
て
、
学
生
た
ち
は
ハ
チ
ス
ン
を
支
持
し
、
大
学
も
ま
た
学

問
の
自
由
の
た
め
に
教
会
と
戦
っ
た
の
で
あ
る
。
若
き
ス
ミ
ス
が
、
こ
の
よ
う
な
新
旧
思
想
の
対
立
抗
争
の
あ
り
様
を
自
ら
体
験
す
る
こ
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七

呈
示
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
神
秘
的
な
神
の
奇
跡
を
信
じ
る
こ
と
よ
り
、
人
類
の
幸
福
の
た
め
に
生
き
る
こ
と
こ
そ
神
の
意
志
だ
と

い
う
新
し
い
思
想
つ
ま
り
啓
蒙
思
想
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
神
は
、
神
秘
的
な
奇
跡
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
人
類

の
幸
福
の
た
め
に
存
在
す
る
の
だ
と
考
え
て
い
た
ハ
チ
ス
ン
の
こ
の
宗
教
的
楽
観
主
義
は
、
彼
の
先
輩
ガ
ー
シ
ョ
ム
・
カ
ー
マ
イ
ケ
ル
の

厳
格
な
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
と
は
対
照
的
で
あ
っ
た
（
15
）

。
こ
う
し
た
こ
と
は
、
一
方
で
進
取
の
気
性
を
も
っ
た
学
生
た
ち
に
深
い
感
銘
を
与

え
た
が
、
他
方
で
当
時
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
教
会
の
長
老
派
聖
職
者
た
ち
に
と
っ
て
は
許
す
こ
と
の
で
き
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

既
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

前
述
の
よ
う
に
ハ
チ
ス
ン
は
道
徳
哲
学
の
講
座
担
当
者
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
講
義
内
容
は
一
言
で
い
え
ば
、
神
の
た
め
の
人
間
と
い
う

思
想
か
ら
人
間
の
た
め
の
神
と
い
う
思
想
へ
、
つ
ま
り
人
間
中
心
の
自
由
思
想
へ
の
脱
皮
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
大
道
安
次
郎
は
「
人

間
の
地
位
が
侍
女
か
ら
主
人
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
世
界
観
の
中
心
が
変
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
中
世
の
世
界
観
と
は
ま
さ
に
百
八
十
度
の

転
換
で
あ
っ
た
（
1６
）

」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
人
間
中
心
の
社
会
、
人
間
の
た
め
の
神
と
い
う
思
想
は
、
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
啓
蒙
知
識
人
た

ち
の
間
に
も
共
通
し
て
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
（
1７
）

。
例
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
み
よ
う
。「
硬
直
し
た
教
会
の
権
威
や
、
国
王
政
府
と
教
会
が

一
体
と
な
っ
て
民
衆
を
支
配
す
る
社
会
体
制
を
転
覆
さ
せ
、
人
民
や
民
衆
が
主
体
に
な
り
自
ら
の
幸
福
を
追
求
し
、
幸
福
を
感
じ
る
社
会

を
実
現
す
る
（
1８
）

」。「
世
の
中
の
権
威
、
教
義
、
通
説
、
伝
統
、
因
習
、
そ
れ
ら
す
べ
て
を
疑
う
こ
と
か
ら
出
発
し
て
真
理
を
探
究
し
、
人
間

を
中
心
に
、
人
間
の
幸
福
を
基
軸
に
し
て
物
事
を
捉
え
直
す
（
1９
）

」。「
あ
の
干
か
ら
び
た
よ
う
な
、
人
を
騙
し
続
け
る
古
く
さ
い
考
え
を
一
掃

し
、
無
知
と
迷
信
か
ら
人
び
と
を
解
放
し
た
い
（
２0
）

。」

こ
う
し
た
神
中
心
の
社
会
か
ら
人
間
中
心
の
社
会
へ
の
転
換
の
思
想
に
対
し
て
、
学
生
た
ち
は
ハ
チ
ス
ン
を
支
持
し
、
大
学
も
ま
た
学

問
の
自
由
の
た
め
に
教
会
と
戦
っ
た
の
で
あ
る
。
若
き
ス
ミ
ス
が
、
こ
の
よ
う
な
新
旧
思
想
の
対
立
抗
争
の
あ
り
様
を
自
ら
体
験
す
る
こ

）
一
一
二
（



政
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二
〇
二
〇
年
十
二
月
）

八

と
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
刺
激
を
受
け
た
か
、
容
易
に
想
像
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
２1
）

。
で
は
自
由
で
進
歩
的
な
活
気
に
満
ち
た
グ
ラ
ス

ゴ
ウ
大
学
に
お
い
て
、
啓
蒙
思
想
の
指
導
者
ハ
チ
ス
ン
か
ら
啓
蒙
の
洗
礼
を
受
け
た
ス
ミ
ス
に
あ
っ
て
は
、
ど
の
よ
う
な
宗
教
観
が
生
ま

れ
て
く
る
で
あ
ろ
う
か
。

（
1
）	

水
田
洋
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
研
究
』、
未
来
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
四
六
頁
。

（
２
）	Jam

es	B
uchan,	T

h
e A

u
th

en
tic A

d
am

 S
m

ith

─H
is L

ife an
d

 Id
eas

─,	２00６,	p.	1８.	

ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
バ
カ
ン
『
真
説
ア
ダ
ム
・
ス

ミ
ス
─
そ
の
生
涯
と
思
想
を
た
ど
る
─
』（
山
岡
洋
一
訳
）、
日
経
Ｂ
Ｐ
社
、
二
〇
〇
九
年
、
二
九
頁
。

（
3
）	

小
柳
公
洋
『
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
研
究
』、
九
州
大
学
出
版
会
、
一
九
九
九
年
、
序
章
を
参
照
。

（
4
）	Jam

es	B
uchan,	op. cit,	p.14

　
邦
訳
、
二
四
頁
。

（
5
）	

Ibid,	p.	1７.

　
邦
訳
、
二
八
頁
。

（
６
）	R

.	H
.	C
am
pbell	and	A

.	S
.	S
kinner,	A

d
am

 S
m

ith,	1９８２,	p.	６２.	

キ
ャ
ン
ベ
ル
・
ス
キ
ナ
ー
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
伝
』（
久
保
芳
和
訳
）、

東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
八
四
年
、
七
二
頁
。

（
７
）	

水
田
洋
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
』、
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
一
二
年
、
二
二
頁
。

（
８
）	W

.	L
.	T
aylor,	F

ran
cis H

u
tch

eson
 an

d
 D

avid
 H

u
m

e as P
red

ecessors of A
d

am
 S

m
ith,	1９６5,	p.	14.	

Ｗ
・
Ｌ
・
テ
ー
ラ
ー
『
ハ

チ
ス
ン
・
ヒ
ュ
ー
ム
・
ス
ミ
ス
─
経
済
学
の
源
流
─
』（
山
口
正
春
・
川
又
祐
訳
）、
三
恵
社
、
二
〇
〇
七
年
、
一
二
頁
。

（
９
）	

彼
は
形
而
上
学
の
些
末
な
問
題
に
は
、
ほ
と
ん
ど
時
間
を
使
わ
ず
、
講
義
の
大
部
分
を
当
て
て
、
道
徳
哲
学
の
幅
広
い
体
系
を
論
じ
た
。

（Jam
es	B
uchan,	op. cit,	pp.	1８-９.

　
邦
訳
、
三
〇
頁
。）

（
10
）	

内
田
義
彦
、
前
掲
書
、
一
一
二
頁
。

（
11
）	

田
中
秀
夫
『
啓
蒙
の
射
程
と
思
想
家
の
旅
』、
未
来
社
、
二
〇
一
三
年
、
九
二
─
三
頁
。

（
1２
）	

水
田
洋
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
研
究
』（
前
出
）、
八
九
頁
。

）
一
一
二
（

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
お
け
る
富
と
幸
福
（
山
口
）

九

（
13
）	

同
上
、
四
七
頁
。

（
14
）	Jam

es	B
uchan,	op. cit,	p.	1９.

　
邦
訳
、
三
〇
頁
。

（
15
）	John	R

ae,	L
ife of A

d
am

 S
m

ith,	w
ith	an	introduction	 “G

uide	to	John	R
ae ’s	L

ife of A
d

am
 S

m
ith

”	by	Jacob	V
inner,	1９７７,		

p.	1９６.

　
ジ
ョ
ン
・
レ
ー
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
伝
』（
大
内
兵
衛
・
大
内
節
子
訳
）、
岩
波
書
店
、
一
九
七
二
年
、
二
四
二
頁
。

（
1６
）	

大
道
安
次
郎
『
ス
ミ
ス
経
済
学
の
生
成
と
発
展
』、
日
本
評
論
社
、
一
九
八
八
年
、
八
一
頁
。

（
1７
）	

ダ
ニ
エ
ル
・
モ
ル
ネ
『
十
八
世
紀
フ
ラ
ン
ス
思
想
─
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
・
デ
ィ
ド
ロ
・
ル
ソ
─
』（
市
川
慎
一
・
遠
藤
真
人
訳
）、
大
修
館
書
店
、

一
九
九
〇
年
、
第
五
部
を
参
照
。

（
1８
）	

風
真
木
剣
『
ド
ゥ
ニ
・
デ
ィ
ド
ロ
の
回
想
─
『
百
科
全
書
』
を
つ
く
っ
た
男
─
』、
悠
書
館
、
二
〇
一
三
年
、
一
七
八
頁
。

（
1９
）	

同
上
、
二
一
二
頁
。

（
２0
）	

同
上
、
一
五
〇
頁
。

（
２1
）	

高
島
善
哉
、
前
掲
書
、
三
二
頁
。

三
　
ス
ミ
ス
の
宗
教
観

ハ
チ
ス
ン
の
宗
教
的
楽
観
主
義
の
立
場
を
継
承
し
た
ス
ミ
ス
に
あ
っ
て
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
説
く
神
に
つ
い
て
彼
自
ら
の
信
仰
を
示
す

言
葉
は
、
ほ
と
ん
ど
見
当
ら
な
い
。
ハ
ー
ス
ト
は
こ
の
こ
と
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「『
道
徳
感
情
論
』
や

そ
の
他
の
著
作
中
に
は
、
ス
ミ
ス
が
ヒ
ュ
ー
ム
や
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
著
述
よ
り
は
一
層
積
極
的
な
確
固
た
る
信
念
を
有
す
る
有
神
論
者

で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
章
句
は
、
ほ
と
ん
ど
な
い
よ
う
で
あ
る
（
１
）

」
と
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、「
彼
は
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
学
に
就
任
し
た
と
き
、

講
義
の
は
じ
め
に
お
祈
り
を
す
る
の
を
や
め
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
と
当
局
に
願
い
出
た
が
、
当
局
は
こ
の
要
求
を
許
さ
な
か
っ
た
」
と
か
、

）
一
一
二
（



ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
お
け
る
富
と
幸
福
（
山
口
）

九

（
13
）	

同
上
、
四
七
頁
。

（
14
）	Jam

es	B
uchan,	op. cit,	p.	1９.

　
邦
訳
、
三
〇
頁
。

（
15
）	John	R

ae,	L
ife of A

d
am

 S
m

ith,	w
ith	an	introduction	 “G

uide	to	John	R
ae ’s	L

ife of A
d

am
 S

m
ith

”	by	Jacob	V
inner,	1９７７,		

p.	1９６.
　
ジ
ョ
ン
・
レ
ー
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
伝
』（
大
内
兵
衛
・
大
内
節
子
訳
）、
岩
波
書
店
、
一
九
七
二
年
、
二
四
二
頁
。

（
1６
）	

大
道
安
次
郎
『
ス
ミ
ス
経
済
学
の
生
成
と
発
展
』、
日
本
評
論
社
、
一
九
八
八
年
、
八
一
頁
。

（
1７
）	

ダ
ニ
エ
ル
・
モ
ル
ネ
『
十
八
世
紀
フ
ラ
ン
ス
思
想
─
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
・
デ
ィ
ド
ロ
・
ル
ソ
─
』（
市
川
慎
一
・
遠
藤
真
人
訳
）、
大
修
館
書
店
、

一
九
九
〇
年
、
第
五
部
を
参
照
。

（
1８
）	

風
真
木
剣
『
ド
ゥ
ニ
・
デ
ィ
ド
ロ
の
回
想
─
『
百
科
全
書
』
を
つ
く
っ
た
男
─
』、
悠
書
館
、
二
〇
一
三
年
、
一
七
八
頁
。

（
1９
）	

同
上
、
二
一
二
頁
。

（
２0
）	

同
上
、
一
五
〇
頁
。

（
２1
）	

高
島
善
哉
、
前
掲
書
、
三
二
頁
。

三
　
ス
ミ
ス
の
宗
教
観

ハ
チ
ス
ン
の
宗
教
的
楽
観
主
義
の
立
場
を
継
承
し
た
ス
ミ
ス
に
あ
っ
て
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
説
く
神
に
つ
い
て
彼
自
ら
の
信
仰
を
示
す

言
葉
は
、
ほ
と
ん
ど
見
当
ら
な
い
。
ハ
ー
ス
ト
は
こ
の
こ
と
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「『
道
徳
感
情
論
』
や

そ
の
他
の
著
作
中
に
は
、
ス
ミ
ス
が
ヒ
ュ
ー
ム
や
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
著
述
よ
り
は
一
層
積
極
的
な
確
固
た
る
信
念
を
有
す
る
有
神
論
者

で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
章
句
は
、
ほ
と
ん
ど
な
い
よ
う
で
あ
る
（
１
）

」
と
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、「
彼
は
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
学
に
就
任
し
た
と
き
、

講
義
の
は
じ
め
に
お
祈
り
を
す
る
の
を
や
め
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
と
当
局
に
願
い
出
た
が
、
当
局
は
こ
の
要
求
を
許
さ
な
か
っ
た
」
と
か
、

）
一
一
二
（



政
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〇
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一
〇

「
彼
の
開
講
の
祈
り
は
非
常
に
自
然
宗
教
の
に
お
い
が
強
い
」
と
か
い
う
噂
話
が
あ
っ
た
く
ら
い
で
あ
る
。
ま
た
「
大
学
の
礼
拝
堂
で
神

の
儀
式
が
行
わ
れ
て
い
る
間
、
彼
が
自
席
で
公
然
と
微
笑
し
て
い
る
の
が
見
ら
れ
た
と
言
う
こ
と
で
あ
る
（
２
）

。」
こ
う
し
た
記
述
か
ら
ス
ミ

ス
は
、
既
存
の
キ
リ
ス
ト
教
に
反
抗
的
態
度
を
取
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

だ
が
彼
は
、
神
に
よ
る
宇
宙
の
創
造
を
信
じ
て
い
た
。
こ
の
ス
ミ
ス
の
神
観
（
３
）

は
一
般
に
理
神
論
（
４
）

と
か
自
然
宗
教
と
か
言
わ
れ
て
い
る

が
、
理
神
論
は
神
に
よ
る
天
地
創
造
と
最
後
の
審
判
を
認
め
、
神
そ
の
も
の
を
否
定
し
な
い
が
、
そ
れ
以
外
の
日
常
生
活
に
お
い
て
は
神

や
教
会
を
必
要
と
し
な
い
、
い
わ
ば
冷
や
や
か
な
理
性
的
宗
教
で
あ
る
（
５
）

。
大
河
内
一
男
は
「
理
神
論
な
い
し
自
然
宗
教
は
、
一
八
世
紀
の

啓
蒙
期
に
固
有
の
信
仰
と
い
う
よ
り
は
、
神
の
理
解
の
仕
方
だ
っ
た
と
言
っ
て
よ
か
っ
た
（
６
）

」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
ス
ミ
ス
の
神
観
に
つ

い
て
、
ラ
フ
ァ
エ
ル
は
次
の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
。「
ス
ミ
ス
は
恐
ら
く
理
神
論
者
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
彼
は
他
の
多
く
の
啓
蒙
思

想
家
と
同
じ
く
、
観
察
し
う
る
自
然
こ
そ
神
の
存
在
を
信
じ
る
に
足
る
理
由
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
た
。
自
然
の
過
程
に
つ
い

て
の
ス
ミ
ス
の
説
明
は
、
神
学
か
ら
の
何
ら
の
支
援
も
必
要
と
し
な
い
、
自
称
の
科
学
的
企
て
と
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
（
７
）

。」

ス
ミ
ス
に
あ
っ
て
は
、『
道
徳
感
情
論
』
や
『
国
富
論
』
に
見
ら
れ
る
「
神
聖
な
設
計
者
」「
偉
大
な
技
師
」「
宇
宙
の
管
理
者
」「
全
知

の
存
在
」「
自
然
の
創
造
者
」
な
ど
の
用
語
は
、
す
べ
て
こ
の
よ
う
な
創
造
主
と
し
て
の
神
を
意
味
し
て
い
た
。
一
例
を
挙
げ
よ
う
。「
宇

宙
の
す
べ
て
の
住
民
が
、
最
も
偉
大
な
も
の
と
同
様
に
最
も
つ
ま
ら
ぬ
も
の
も
、
あ
の
偉
大
で
慈
愛
深
く
、
全
知
の
存
在

・
・
・
・
・

の
、
直
接
の
配

慮
と
保
護
の
も
と
に
あ
る
（
８
）

」
と
。
ス
ミ
ス
は
こ
う
書
い
て
い
る
。
こ
の
ス
ミ
ス
の
理
神
論
的
立
場
は
、
勿
論
ハ
チ
ス
ン
か
ら
の
影
響
も
あ

る
が
、
加
え
て
当
時
も
て
は
や
さ
れ
て
い
た
ア
イ
ザ
ッ
ク
・
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
天
文
学
（
新
宇
宙
観
）
か
ら
影
響
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
（
９
）

。

天
文
学
で
一
世
を
風
靡
し
た
ニ
ュ
ー
ト
ン
か
ら
当
時
の
啓
蒙
知
識
人
た
ち
は
、
多
大
の
恩
恵
を
受
け
た
の
で
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ト
ン
を
讃
え

る
た
め
、
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
ポ
ー
プ
は
、
そ
の
ニ
ュ
ー
ト
ン
に
捧
げ
る
碑
文
と
し
て
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

）
一
一
二
（

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
お
け
る
富
と
幸
福
（
山
口
）

一
一

「
自
然
と
自
然
の
法
則
は
、
夜
の
闇
に
隠
さ
れ
て
い
た
。
神
は
言
い
給
う
た
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
よ
来
た
れ

・

・

・

・

・

・

・

・

・

と
、
す
る
と
す
べ
て
は
明
る
く

な
っ
た
（
10
）

。」

ニ
ュ
ー
ト
ン
の
出
現
は
、
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
高
く
評
価
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ス
ミ
ス
が
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
天
文
学
に
着
目
し
た
の
は
「
天

文
学
が
、
近
代
諸
科
学
の
な
か
で
も
最
も
光
彩
を
放
つ
学
問
分
野
で
あ
っ
た
こ
と
」
が
挙
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
（
11
）

。
そ
し
て
「
ニ
ュ
ー
ト
ン

の
業
績
、
と
り
わ
け
天
文
物
理
学
上
の
業
績
は
…
…
ス
ミ
ス
お
よ
び
同
時
代
の
多
く
の
知
識
人
に
類
推
・
・

の
豊
か
な
源
泉
を
提
供
し
た
と
い

う
理
由
で
重
要
で
あ
っ
た
。
ス
ミ
ス
も
含
め
て
多
く
の
知
識
人
に
と
っ
て
は
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
は
自
然
と
い
う
大
宇
宙
を
一
つ
の
首
尾
一
貫

し
た
体
系
と
し
て
提
示
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
た
の
で
あ
り
、
ス
ミ
ス
自
身
は
こ
れ
を
宇
宙
と
い
う
巨
大
な
機
械
と
呼
ん
だ
の
で
あ
る
（
1２
）

。」

ス
ミ
ス
は
、
こ
の
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
体
系
を
人
間
社
会

・
・
・
・

に
類
推
し
、
適
用
し
た
と
想
像
で
き
る
。
ま
さ
に
ス
ミ
ス
に
と
っ
て
は
「
人
間
社
会

は
、
わ
れ
わ
れ
が
そ
れ
を
一
定
の
抽
象
的
で
哲
学
的
な
見
方
で
眺
め
る
と
き
は
、
そ
の
規
則
的
で
調
和
あ
る
運
動
が
無
数
の
快
適
な
効
果

を
生
み
出
す
、
偉
大
で
巨
大
な
機
械
の
よ
う
に
見
え
る
（
13
）

」
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
重
要
な
こ
と
は
ス
ミ
ス
に
あ
っ
て
は
、
神
は
単
に
宇
宙
を
創
造
し
た
だ
け
で
は
な
い
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
宇
宙
に
住
む
も
の

に
対
し
て
限
り
な
い
仁
愛
を
注
い
で
い
る
の
で
あ
る
。
彼
は
こ
れ
を
普
遍
的
仁
愛
と
名
づ
け
て
い
る
が
、
恩
師
ハ
チ
ス
ン
か
ら
の
影
響
が

窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
ス
ミ
ス
は
次
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
。「
宇
宙
と
い
う
偉
大
な
体
系
の
管
理
運
営
、
す
な
わ
ち
、
す
べ
て
の
理

性
的
で
感
受
性
の
あ
る
存
在
の
普
遍
的
な
幸
福
に
つ
い
て
の
配
慮
は
神
の
業
務
で
あ
っ
て
、
人
間
の
業
務
で
は
な
い
。
人
間
に
割
り
当
て

ら
れ
て
い
る
の
は
、
ず
っ
と
つ
ま
ら
な
い
部
門
で
あ
る
が
、
し
か
し
彼
の
諸
能
力
と
彼
の
理
解
の
狭
さ
に
は
、
は
る
か
に
適
切
な
も
の
、

す
な
わ
ち
彼
自
身
の
幸
福
に
つ
い
て
、
彼
の
家
族
、
彼
の
友
人
た
ち
、
彼
の
国
の
幸
福
に
つ
い
て
の
配
慮
で
あ
る
（
14
）

。」
こ
の
よ
う
に
し
て

被
造
物
た
る
人
間
は
、
神
の
広
大
な
仁
愛
を
信
じ
て
、
彼
は
た
だ
自
ら
の
幸
福
や
周
囲
の
幸
福
だ
け
を
考
え
て
、
こ
れ
を
追
求
す
れ
ば
よ

）
一
一
一
（
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「
自
然
と
自
然
の
法
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、
夜
の
闇
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隠
さ
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い
た
。
神
は
言
い
給
う
た
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ニ
ュ
ー
ト
ン
よ
来
た
れ

・

・

・

・

・

・

・

・

・

と
、
す
る
と
す
べ
て
は
明
る
く

な
っ
た
（
10
）

。」

ニ
ュ
ー
ト
ン
の
出
現
は
、
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評
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の
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あ
る
。
ス
ミ
ス
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ニ
ュ
ー
ト
ン
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着
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「
天

文
学
が
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近
代
諸
科
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光
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学
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分
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っ
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と
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挙
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れ
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（
11
）

。
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ュ
ー
ト
ン
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績
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物
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績
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…
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ス
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・
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ニ
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あ
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械
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ニ
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・
・
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。
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械
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あ
る
。

さ
ら
に
重
要
な
こ
と
は
ス
ミ
ス
に
あ
っ
て
は
、
神
は
単
に
宇
宙
を
創
造
し
た
だ
け
で
は
な
い
と
言
う
こ
と
で
あ
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仁
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仁
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あ
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友
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仁
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追
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一
二

い
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
こ
と
が
ま
た
、
創
造
主
で
あ
る
神
の
意
志
に
叶
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
こ
こ
に
は
神
と
人
間
と
の
自

然
的
分
業
が
説
か
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
こ
そ
は
分
業
論
の
経
済
学
者
ス
ミ
ス
に
と
っ
て
、
真
に
相
応
し
い
起
点
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

ス
ミ
ス
は
い
う
。

「
人
類
の
幸
福
は
、
他
の
す
べ
て
の
理
性
的
被
造
物
の
幸
福
と
同
様
に
、
自
然
の
創
造
者

・

・

・

・

・

・

が
彼
ら
を
存
在
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き

に
意
図
し
た
、
本
来
的
な
目
的
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
…
…
創
造
者
の
無
限
の
諸
完
成
に
つ
い
て
の
抽
象
的
な
考
察
に
導
か
れ
て
、
わ

れ
わ
れ
が
到
達
す
る
こ
の
意
見
は
、
自
然
の
諸
作
用
の
検
討
に
よ
っ
て
、
な
お
一
層
確
認
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
作
用
は
す
べ
て
、
幸
福
を

促
進
し
、
悲
惨
に
対
し
て
防
衛
す
る
こ
と
を
意
図
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
道
徳
諸
能
力
の
さ
し
ず
に
応

じ
て
行
為
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
必
然
的
に
人
類
の
幸
福
を
促
進
す
る
た
め
の
最
も
効
果
的
な
手
段
を
追
求
す
る
の
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
、
あ
る
意
味
で
は
神
的
存
在

・
・
・
・

に
協
力
し
て
、
神
慮

・
・

の
計
画
を
わ
れ
わ
れ
の
力
の
及
ぶ
か
ぎ
り
、
お
し
進
め
る
の

だ
と
言
っ
て
い
い
の
で
あ
る
（
15
）

。」

こ
う
し
て
ス
ミ
ス
の
理
神
論
は
結
局
、
人
間
の
自
己
中
心
的
幸
福
の
追
求
が
神
慮
に
よ
っ
て
、
人
類
全
体
の
普
遍
的
幸
福
に
結
び
つ
く

と
い
う
、
極
め
て
楽
観
的
な
調
和
感
へ
と
導
か
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
の
ス
ミ
ス
の
宗
教
的
楽
観
主
義
は
、
先
述
の
よ
う
に
ハ
チ
ス
ン

か
ら
の
継
承
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
ス
ミ
ス
の
こ
う
し
た
楽
観
的
態
度
が
、『
国
富
論
』
全
体
を
貫
い
て
い
る
「
見
え
ざ
る

手
」
や
「
予
定
調
和
の
思
想
」
の
根
幹
に
据
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。
ジ
ェ
イ
コ
ブ
・
ヴ
ァ
イ
ナ
は
「
ス
ミ
ス
の
見
え

ざ
る
手
に
象
徴
さ
れ
る
自
然
的
自
由
の
観
点
の
根
底
に
は
、
理
神
論
が
あ
っ
た
こ
と
を
無
視
し
て
は
な
ら
な
い
（
1６
）

」
と
当
を
得
た
言
葉
を
述

べ
て
い
る
。

）
一
一
一
（

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
お
け
る
富
と
幸
福
（
山
口
）

一
三

（
1
）	

Ｆ
・
Ｗ
・
ハ
ー
ス
ト
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
』（
遊
部
久
蔵
訳
）、
弘
文
堂
、
一
九
六
七
年
、
三
九
頁
。

（
２
）	

同
上
、
四
〇
頁
。

（
3
）	

田
中
正
司
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
自
然
神
学
─
啓
蒙
の
社
会
科
学
の
形
成
母
体
─
』、
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
九
三
年
を
参
照
。

（
4
）	

理
神
論
は
イ
タ
リ
ア
に
生
ま
れ
、
フ
ラ
ン
ス
へ
移
り
、
と
く
に
イ
ギ
リ
ス
で
栄
え
た
。（
ポ
ー
ル
・
ア
ザ
ー
ル
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
精
神
の
危
機
』

（
野
沢
協
訳
）、
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
七
八
年
、
三
一
二
頁
。）

（
5
）	C

f.	A
.	L
.	M
acfie,	T

h
e In

d
ivid

u
al in

 S
ociety : P

aper on
 A

d
am

 S
m

ith,	1９６７,	ch.	3.

（
６
）	

大
河
内
一
男
、
前
掲
書
、
四
一
三
頁
。

（
７
）	

Ｄ
・
Ｄ
・
ラ
フ
ァ
エ
ル
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
哲
学
思
考
』（
久
保
芳
和
訳
）、
雄
松
堂
出
版
、
一
九
八
六
年
、
四
一
─
二
頁
。

（
８
）	A

dam
	S
m
ith,	T

h
e T

h
eory of M

oral S
en

tim
en

ts,	edited	by	D
.	D
.	R
aphael	and	A

.	L
.	M
acfie,	G

lasgow
	E
dition,	1９７６,	p.	２35.	

（
以
下
、T

M
S

と
略
記
）
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
『
道
徳
感
情
論
』（
水
田
洋
訳
）、
筑
摩
書
房
、
一
九
八
一
年
、
四
七
〇
頁
。

（
９
）	D

avid	A
.	R
eism
an,	A

d
am

 S
m

ith
’s S

ociological E
con

om
ics,	1９７６,	pp.	4２-3.

（
10
）	

Ibid,	p.	4２.

（
11
）	

只
腰
親
和
『『
天
文
学
史
』
と
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
道
徳
哲
学
』、
多
賀
出
版
、
一
九
九
五
年
、
二
二
頁
。

（
1２
）	R

.	H
.	C
am
pbell	and	A

.	S
.	S
kinner,	op. cit,	p.	９4.

　
邦
訳
、
一
一
三
頁
。

（
13
）	

T
M

S
,	p.	31６.

　
邦
訳
、
三
九
九
頁
。

（
14
）	

T
M

S
,	p.	２3７.

　
邦
訳
、
四
七
二
頁
。

（
15
）	

T
M

S
,	p.	1６６.

　
邦
訳
、
二
一
四
─
五
頁
。

（
1６
）	

ジ
ェ
イ
コ
ブ
・
ヴ
ァ
イ
ナ
ー
『
キ
リ
ス
ト
教
と
経
済
思
想
』（
根
岸
隆
・
根
岸
愛
子
共
訳
）、
有
斐
閣
、
一
九
八
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、
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〇
八
頁
。
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岸
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一
四

四
　
自
然
の
欺
瞞

ハ
チ
ス
ン
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
ス
ミ
ス
に
あ
っ
て
は
、
人
間
の
幸
福
と
は
現
世
の
幸
福
で
あ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
が
説
く
来
世

の
幸
福
で
は
な
か
っ
た
（
１
）

。
こ
の
こ
と
は
ス
ミ
ス
が
『
国
富
論
』
の
中
で
、
神
学
の
婢
と
な
っ
て
現
世
で
の
人
間
生
活
を
否
定
し
た
中
世
哲

学
に
対
し
て
、
古
代
哲
学
が
人
間
の
現
世
に
お
け
る
幸
福
を
追
求
し
た
こ
と
を
、
高
く
評
価
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
ス

ミ
ス
は
い
う
。

「
個
人
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
家
族
の
、
国
家
の
、
さ
ら
に
は
人
類
と
い
う
一
大
社
会
の
一
員
と
し
て
み
る
場
合
に
、
人
間
の
幸
福
と

完
成
と
は
そ
も
そ
も
何
か
と
い
う
こ
と
が
、
古
代
の
道
徳
哲
学
の
探
究
し
よ
う
と
企
て
た
目
標
で
あ
っ
た
。
そ
の
哲
学
で
は
、
人
生
の
義

務
は
、
人
生
の
幸
福
と
完
成
の
単
な
る
手
段
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
自
然
哲
学
ば
か
り
か
道
徳
哲
学
も
神
学
に
従
属
す
る

も
の
と
し
て
し
か
教
え
ら
れ
な
く
な
る
と
、
人
生
の
義
務
は
、
主
と
し
て
来
世
の
幸
福
の
単
な
る
手
段
と
し
て
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

古
代
の
哲
学
は
、
徳
の
完
成
は
そ
れ
を
身
に
つ
け
た
人
に
現
世
に
お
い
て
最
も
完
全
な
幸
福
を
必
然
的
に
も
た
ら
す
も
の
だ
、
と
主
張
し

た
。
近
代
の
哲
学
は
、
徳
の
完
成
は
、
大
体
、
い
や
む
し
ろ
ほ
と
ん
ど
い
つ
で
も
、
た
と
え
そ
れ
が
ど
ん
な
に
さ
さ
や
か
な
も
の
で
あ
っ

て
も
、
現
世
の
幸
福
と
は
相
容
れ
な
い
も
の
だ
と
主
張
し
た
の
で
あ
っ
て
、
天
国
は
懺
悔
と
禁
欲
、
修
道
院
の
耐
乏
と
神
に
対
す
る
卑
下

に
よ
っ
て
の
み
、
勝
ち
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
人
間
の
自
由
で
寛
大
な
活
力
に
満
ち
た
行
動
に
よ
っ
て
で
は
な
か
っ
た
（
２
）

。」

引
用
文
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
ス
ミ
ス
は
道
徳
哲
学
が
人
間
に
と
っ
て
何
で
あ
る
か
を
、
こ
の
よ
う
に
説
明
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り

道
徳
は
本
来
、
人
間
の
現
世
で
の
幸
福
に
役
立
つ
も
の
で
あ
り
、
古
代
の
道
徳
哲
学
は
そ
の
こ
と
を
教
え
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
中
世
に

な
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
神
学
が
、
す
べ
て
の
学
問
の
召
使
い
に
し
た
た
め
に
、
神
学
上
で
い
う
幸
福
、
す
な
わ
ち
来
世
で
の
幸
福
が
、
人
間

）
一
一
二
（

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
お
け
る
富
と
幸
福
（
山
口
）

一
五

に
と
っ
て
最
高
の
価
値
で
あ
る
か
の
よ
う
に
、
道
徳
哲
学
が
教
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
（
３
）

。
言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
神
学
の
支
配

は
、
ま
ず
ル
ネ
サ
ン
ス
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
よ
っ
て
崩
さ
れ
、
つ
い
で
宗
教
改
革
の
内
面
的
信
仰
の
重
視
に
よ
っ
て
崩
さ
れ
る
の
で

あ
っ
て
、
ス
ミ
ス
は
そ
れ
ら
の
思
想
史
的
変
革
を
受
け
継
い
で
、
再
び
、
現
世
の
幸
福
を
優
先
さ
せ
よ
う
と
す
る
。
世
界
を
創
造
し
た
神

は
、
人
間
の
現
世
の
幸
福
を
望
ん
で
い
る
恵
み
深
い
神
な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
ス
ミ
ス
は
直
接
に
は
恩
師
ハ
チ
ス
ン
か
ら
学
ん
だ
も
の

で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

道
徳
哲
学
が
、
人
間
の
現
世
で
の
幸
福
に
つ
い
て
の
学
問
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
か
ら
分
化
し
て
き
た
経
済
学
も
、
そ
う
で
あ
る
は

ず
で
あ
っ
た
。
現
世
で
の
幸
福
は
確
か
に
精
神
的
な
も
の
を
含
む
け
れ
ど
も
、
そ
の
精
神
的
幸
福
を
享
受
す
る
た
め
に
さ
え
、
人
間
は
生

き
て
い
く
必
要
が
あ
る
か
ら
、
ス
ミ
ス
の
い
う
生
活
の
必
需
品
と
便
益
品
つ
ま
り
生
活
物
資
の
調
達
と
い
う
物
質
的
な
条
件
を
確
保
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
生
活
物
資
が
豊
富
に
得
ら
れ
る
と
い
う
物
質
的
な
幸
福
を
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
（
４
）

。
ス
ミ
ス

は
『
道
徳
感
情
論
』
の
中
で
、「
幸
福
は
平
静
と
享
楽
に
あ
る
。
平
静
な
し
に
は
享
楽
は
あ
り
え
な
い
し
、
完
全
な
平
静
が
あ
る
と
こ
ろ

で
は
、
ど
ん
な
物
事
で
も
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
そ
れ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
（
５
）

」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
ス
ミ
ス
に
と
っ
て
、

幸
福
と
は
心
が
平
静
な
こ
と
で
あ
る
。
加
え
て
「
健
康
で
、
負
債
が
な
く
、
良
心
に
や
ま
し
い
と
こ
ろ
の
な
い
人
の
、
幸
福
に
対
し
て
、

何
を
つ
け
加
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
こ
の
境
遇
に
あ
る
人
に
対
し
て
は
、
富
の
そ
れ
以
上
の
増
加
は
す
べ
て
余
計
な
も
の
だ
、
と
言

う
べ
き
で
あ
ろ
う
（
６
）

」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
ス
ミ
ス
は
心
の
平
静
の
た
め
に
は
「
健
康
で
、
負
債
が
な
く
、
良
心
に
や
ま
し
い
と
こ
ろ

が
な
い
」
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
状
態
に
あ
れ
ば
、
富
の
増
加
は
余
計
な
も
の
だ
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
現
世
の
幸
福
と
い
っ
て
も
、
さ
さ
や
か
な
量
の
生
活
物
資
が
あ
れ
ば
十
分
で
、
膨
大
な
量
の
富
を
必
要
と
す
る
わ
け
で
は

な
い
の
だ
が
、
人
間
は
自
然
の
欺
瞞
の
中
で
野
心
と
虚
栄
に
と
ら
わ
れ
て
、「
富
と
地
位
の
快
楽
が
何
か
偉
大
で
美
し
く
高
貴
な
も
の
」

）
一
一
二
（



ア
ダ
ム
・
ス
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（
山
口
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一
五

に
と
っ
て
最
高
の
価
値
で
あ
る
か
の
よ
う
に
、
道
徳
哲
学
が
教
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
（
３
）

。
言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
神
学
の
支
配

は
、
ま
ず
ル
ネ
サ
ン
ス
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
よ
っ
て
崩
さ
れ
、
つ
い
で
宗
教
改
革
の
内
面
的
信
仰
の
重
視
に
よ
っ
て
崩
さ
れ
る
の
で

あ
っ
て
、
ス
ミ
ス
は
そ
れ
ら
の
思
想
史
的
変
革
を
受
け
継
い
で
、
再
び
、
現
世
の
幸
福
を
優
先
さ
せ
よ
う
と
す
る
。
世
界
を
創
造
し
た
神

は
、
人
間
の
現
世
の
幸
福
を
望
ん
で
い
る
恵
み
深
い
神
な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
ス
ミ
ス
は
直
接
に
は
恩
師
ハ
チ
ス
ン
か
ら
学
ん
だ
も
の

で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

道
徳
哲
学
が
、
人
間
の
現
世
で
の
幸
福
に
つ
い
て
の
学
問
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
か
ら
分
化
し
て
き
た
経
済
学
も
、
そ
う
で
あ
る
は

ず
で
あ
っ
た
。
現
世
で
の
幸
福
は
確
か
に
精
神
的
な
も
の
を
含
む
け
れ
ど
も
、
そ
の
精
神
的
幸
福
を
享
受
す
る
た
め
に
さ
え
、
人
間
は
生

き
て
い
く
必
要
が
あ
る
か
ら
、
ス
ミ
ス
の
い
う
生
活
の
必
需
品
と
便
益
品
つ
ま
り
生
活
物
資
の
調
達
と
い
う
物
質
的
な
条
件
を
確
保
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
生
活
物
資
が
豊
富
に
得
ら
れ
る
と
い
う
物
質
的
な
幸
福
を
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
（
４
）

。
ス
ミ
ス

は
『
道
徳
感
情
論
』
の
中
で
、「
幸
福
は
平
静
と
享
楽
に
あ
る
。
平
静
な
し
に
は
享
楽
は
あ
り
え
な
い
し
、
完
全
な
平
静
が
あ
る
と
こ
ろ

で
は
、
ど
ん
な
物
事
で
も
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
そ
れ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
（
５
）

」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
ス
ミ
ス
に
と
っ
て
、

幸
福
と
は
心
が
平
静
な
こ
と
で
あ
る
。
加
え
て
「
健
康
で
、
負
債
が
な
く
、
良
心
に
や
ま
し
い
と
こ
ろ
の
な
い
人
の
、
幸
福
に
対
し
て
、

何
を
つ
け
加
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
こ
の
境
遇
に
あ
る
人
に
対
し
て
は
、
富
の
そ
れ
以
上
の
増
加
は
す
べ
て
余
計
な
も
の
だ
、
と
言

う
べ
き
で
あ
ろ
う
（
６
）

」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
ス
ミ
ス
は
心
の
平
静
の
た
め
に
は
「
健
康
で
、
負
債
が
な
く
、
良
心
に
や
ま
し
い
と
こ
ろ

が
な
い
」
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
状
態
に
あ
れ
ば
、
富
の
増
加
は
余
計
な
も
の
だ
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
現
世
の
幸
福
と
い
っ
て
も
、
さ
さ
や
か
な
量
の
生
活
物
資
が
あ
れ
ば
十
分
で
、
膨
大
な
量
の
富
を
必
要
と
す
る
わ
け
で
は

な
い
の
だ
が
、
人
間
は
自
然
の
欺
瞞
の
中
で
野
心
と
虚
栄
に
と
ら
わ
れ
て
、「
富
と
地
位
の
快
楽
が
何
か
偉
大
で
美
し
く
高
貴
な
も
の
」

）
一
一
二
（
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一
六

だ
と
思
い
込
み
、
直
接
に
は
幸
福
に
と
っ
て
必
要
で
な
い
富
と
地
位
を
追
求
す
る
と
ス
ミ
ス
は
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
次
の
有
名

な
ス
ミ
ス
の
文
章
か
ら
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

「
自
然
が
こ
の
よ
う
に
し
て
わ
れ
わ
れ
を
欺
す
の
は
、
い
い
こ
と
で
あ
る
。
人
類
の
勤
勉
を
か
き
た
て
、
継
続
的
に
運
動
さ
せ
て
お
く

の
は
、
こ
の
欺
瞞
で
あ
る
。
最
初
に
彼
ら
を
促
し
て
土
地
を
耕
作
さ
せ
、
家
屋
を
建
築
さ
せ
、
都
市
と
公
共
社
会
を
建
設
さ
せ
、
人
間
生

活
を
高
貴
で
美
し
い
も
の
と
す
る
す
べ
て
の
科
学
と
技
術
を
発
明
改
良
さ
せ
た
の
は
こ
れ
な
の
で
あ
っ
て
、
地
球
の
全
表
面
を
ま
っ
た
く

変
化
さ
せ
、
自
然
の
ま
ま
の
荒
れ
た
森
を
快
適
で
肥
沃
な
平
原
に
転
化
さ
せ
、
人
跡
未
踏
で
不
毛
の
大
洋
を
、
生
活
資
料
の
新
し
い
資
源

と
し
、
地
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
国
民
へ
の
交
通
の
大
き
な
公
道
に
し
た
の
は
、
こ
れ
な
の
で
あ
る
（
７
）

。」

人
間
に
と
っ
て
真
の
幸
福
は
、
さ
さ
や
か
な
量
の
生
活
物
資
が
あ
れ
ば
達
成
さ
れ
る
の
だ
が
、
目
的
（
幸
福
）
と
手
段
（
生
活
物
資
）
の

関
係
が
、
自
然
の
欺
瞞
に
よ
っ
て
転
倒
さ
れ
る
と
、
手
段
の
蓄
積
が
無
限
に
追
求
さ
れ
る
。
手
段
が
手
段
と
し
て
、
す
な
わ
ち
目
的
の
達

成
に
必
要
な
限
り
で
求
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
限
度
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
手
段
の
蓄
積
自
体
が
目
的
に
な
れ
ば
、
蓄
積
の
量
は
無
限
に
な

る
だ
ろ
う
。
他
人
と
の
競
争
が
、
そ
れ
に
拍
車
を
か
け
る
（
８
）

。
ス
ミ
ス
の
主
張
を
要
約
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
道
徳
哲
学

が
、
人
間
の
現
世
の
幸
福
を
追
求
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
少
な
く
と
も
、
人
間
の
快
適
な
生
存
の
た
め
の
生
活
物
資
の
確
保
に
つ

い
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
人
間
は
自
然
の
欺
瞞
に
よ
っ
て
、
富
を
無
限
に
追
求
す
る
の
だ
か
ら
─
た
と
え
真
の
幸
福
に
は

不
必
要
で
あ
る
に
し
て
も
─
人
間
の
生
存
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
に
、
富
の
無
限
追
求
と
い
う
事
実
を
無
視
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

ス
ミ
ス
は
、
一
方
で
富
の
無
限
追
求
が
、
真
の
幸
福
の
役
に
立
た
な
い
と
言
い
な
が
ら
、
他
方
で
は
そ
れ
が
結
局
、
経
済
を
発
展
さ
せ
、

富
裕
な
社
会
を
作
り
上
げ
、
人
間
生
活
を
豊
か
に
す
る
の
だ
か
ら
良
い
こ
と
な
の
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。
真
の
幸
福
の
た
め
に
も
、
一
定

の
生
活
物
資
（
富
）
が
必
要
で
あ
っ
た
が
、
い
わ
ば
う
わ
べ

・

・

・

だ
け
の
幸
福
は
、
そ
れ
よ
り
は
は
る
か
に
多
く
の
物
資
を
要
求
す
る
。
ス
ミ

）
一
一
二
（

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
お
け
る
富
と
幸
福
（
山
口
）

一
七

ス
は
社
会
の
大
多
数
の
民
衆
が
、
真
の
幸
福
よ
り
も
う
わ
べ

・
・
・

の
幸
福
を
追
い
求
め
る
と
い
う
現
実
を
そ
の
ま
ま
承
認
し
、
そ
れ
が
神
の
摂

理
で
あ
り
「
見
え
ざ
る
手
」
の
導
き
で
あ
り
、
結
果
と
し
て
経
済
を
発
展
さ
せ
、
富
裕
な
社
会
を
実
現
し
、
人
々
の
生
活
を
豊
か
に
す
る

と
い
う
（
９
）

。
だ
か
ら
道
徳
哲
学
の
中
か
ら
、
経
済
学
が
誕
生
し
、
物
質
的
に
豊
か
な
生
活
の
実
現
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ

る
。
そ
れ
で
は
、
ス
ミ
ス
に
と
っ
て
豊
か
な
生
活
と
は
、
ど
の
よ
う
な
状
態
で
あ
ろ
う
か
。

（
1
）	

「
幸
福
─
こ
れ
を
相
変
ら
ず
来
世
に
任
せ
て
お
く
べ
き
な
の
か
。
…
…
い
っ
そ
地
上
で
幸
福
を
つ
か
も
う
で
は
な
い
か
。
さ
ぁ
急
げ
。
ぐ
ず
ぐ

ず
す
る
な
。
明
日
が
あ
る
と
思
っ
て
は
い
け
な
い
。
大
事
な
の
は
今
日
、
た
だ
今
だ
。
未
来
を
あ
て
に
す
る
の
は
、
軽
率
も
は
な
は
だ
し
い
。
純
人

間
的
な
幸
福
を
地
上
で
し
っ
か
り
と
つ
か
も
う
で
は
な
い
か
。
こ
う
し
た
考
え
が
、
当
時
、
フ
ラ
ン
ス
の
モ
ラ
リ
ス
ト
の
間
で
も
生
ま
れ
て
い
た
。」

（
ポ
ー
ル
・
ア
ザ
ー
ル
、
前
掲
書
、
三
六
一
頁
。）

（
２
）	A

dam
	S
m
ith,	A

n
 In

qu
iry in

to th
e N

atu
re an

d
 C

au
ses of th

e W
ealth

 of N
ation

s,	edited	by	R
.	H
.	C
am
pbell	and	A

.	S
.	

S
kinner,	G

lasgow
	E
dition,	O

xford,	1９７６,	V
ol.	Ⅱ

,	p.	７７1.	

（
以
下
、	W

N

と
略
記
）
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
『
国
富
論
』（
大
河
内
一
男
監
訳
）、

中
央
公
論
社
、
Ⅲ
、
一
九
七
六
年
、
一
二
八
─
九
頁
。

（
3
）	

水
田
洋
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
』（
前
出
）、
一
二
八
頁
。

（
4
）	

同
上
、
一
二
九
頁
。

（
5
）	

T
M

S
,	p.	14９.

　
邦
訳
、
二
六
一
─
二
頁
。

（
６
）	

T
M

S
,	p.	45.

　
邦
訳
、
六
五
頁
。

（
７
）	

T
M

S
,	pp.1８3-4.

　
邦
訳
、
二
八
〇
頁
。

（
８
）	

井
上
和
雄
『
資
本
主
義
と
人
間
ら
し
さ
─
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
場
合
─
』、
日
本
経
済
評
論
社
、
一
九
八
八
年
、
二
八
四
─
五
頁
。

（
９
）	

同
上
、
二
八
八
─
九
頁
。

）
一
一
二
（



ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
お
け
る
富
と
幸
福
（
山
口
）

一
七

ス
は
社
会
の
大
多
数
の
民
衆
が
、
真
の
幸
福
よ
り
も
う
わ
べ

・
・
・

の
幸
福
を
追
い
求
め
る
と
い
う
現
実
を
そ
の
ま
ま
承
認
し
、
そ
れ
が
神
の
摂

理
で
あ
り
「
見
え
ざ
る
手
」
の
導
き
で
あ
り
、
結
果
と
し
て
経
済
を
発
展
さ
せ
、
富
裕
な
社
会
を
実
現
し
、
人
々
の
生
活
を
豊
か
に
す
る

と
い
う
（
９
）

。
だ
か
ら
道
徳
哲
学
の
中
か
ら
、
経
済
学
が
誕
生
し
、
物
質
的
に
豊
か
な
生
活
の
実
現
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ

る
。
そ
れ
で
は
、
ス
ミ
ス
に
と
っ
て
豊
か
な
生
活
と
は
、
ど
の
よ
う
な
状
態
で
あ
ろ
う
か
。

（
1
）	

「
幸
福
─
こ
れ
を
相
変
ら
ず
来
世
に
任
せ
て
お
く
べ
き
な
の
か
。
…
…
い
っ
そ
地
上
で
幸
福
を
つ
か
も
う
で
は
な
い
か
。
さ
ぁ
急
げ
。
ぐ
ず
ぐ

ず
す
る
な
。
明
日
が
あ
る
と
思
っ
て
は
い
け
な
い
。
大
事
な
の
は
今
日
、
た
だ
今
だ
。
未
来
を
あ
て
に
す
る
の
は
、
軽
率
も
は
な
は
だ
し
い
。
純
人

間
的
な
幸
福
を
地
上
で
し
っ
か
り
と
つ
か
も
う
で
は
な
い
か
。
こ
う
し
た
考
え
が
、
当
時
、
フ
ラ
ン
ス
の
モ
ラ
リ
ス
ト
の
間
で
も
生
ま
れ
て
い
た
。」

（
ポ
ー
ル
・
ア
ザ
ー
ル
、
前
掲
書
、
三
六
一
頁
。）

（
２
）	A

dam
	S
m
ith,	A

n
 In

qu
iry in

to th
e N

atu
re an

d
 C

au
ses of th

e W
ealth

 of N
ation

s,	edited	by	R
.	H
.	C
am
pbell	and	A

.	S
.	

S
kinner,	G

lasgow
	E
dition,	O

xford,	1９７６,	V
ol.	Ⅱ

,	p.	７７1.	

（
以
下
、	W

N

と
略
記
）
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
『
国
富
論
』（
大
河
内
一
男
監
訳
）、

中
央
公
論
社
、
Ⅲ
、
一
九
七
六
年
、
一
二
八
─
九
頁
。

（
3
）	

水
田
洋
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
』（
前
出
）、
一
二
八
頁
。

（
4
）	

同
上
、
一
二
九
頁
。

（
5
）	

T
M

S
,	p.	14９.

　
邦
訳
、
二
六
一
─
二
頁
。

（
６
）	

T
M

S
,	p.	45.

　
邦
訳
、
六
五
頁
。

（
７
）	

T
M

S
,	pp.1８3-4.

　
邦
訳
、
二
八
〇
頁
。

（
８
）	

井
上
和
雄
『
資
本
主
義
と
人
間
ら
し
さ
─
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
場
合
─
』、
日
本
経
済
評
論
社
、
一
九
八
八
年
、
二
八
四
─
五
頁
。

（
９
）	

同
上
、
二
八
八
─
九
頁
。

）
一
一
二
（



政
経
研
究

　第
五
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
二
〇
年
十
二
月
）

一
八

五
　
富
の
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転
換

ス
ミ
ス
の
時
代
、
支
配
的
学
説
と
さ
れ
大
き
な
影
響
力
を
も
っ
て
い
た
の
は
、「
商
業
の
体
系
」
で
あ
る
重
商
主
義
の
体
系
で
あ
っ
た
。

重
商
主
義
の
経
済
学
で
は
、
富
と
は
金
銀
な
ど
の
貴
金
属
で
あ
る
と
し
、
国
を
豊
か
に
す
る
た
め
に
は
貿
易
統
制
を
用
い
て
可
能
な
限
り
、

多
く
の
貴
金
属
を
自
国
に
流
入
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
各
国
は
、
貿
易
差
額
の
プ
ラ
ス
を
追
求
す
る
と
い
う
目
標
を
か
か
げ
て
、

輸
出
を
奨
励
す
る
一
方
で
、
輸
入
を
抑
制
す
る
と
い
う
重
商
主
義
の
経
済
政
策
を
強
力
に
推
進
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
（
１
）

。
だ
か
ら
民
衆
の

豊
か
な
生
活
は
、
直
接
に
問
題
と
し
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
ス
ミ
ス
に
あ
っ
て
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
人
間
の
現
世
に
お
け
る
幸
福
の
た
め
の
物
質
的
条
件
を
求
め
る
の
だ
か
ら
、
お
よ

そ
人
々
が
豊
か
で
あ
る
か
否
か
は
、
人
々
の
日
常
生
活
に
必
要
な
生
活
物
資
を
ど
の
程
度
に
享
受
で
き
る
か
に
依
る
と
考
え
る
。
富
と
は

金
銀
の
貴
金
属
の
量
で
は
な
く
、
生
活
物
資
の
量
な
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
貿
易
差
額
と
し
て
蓄
積
さ
れ
る
金
銀
な
ど
の
貴
金
属

が
富
で
は
な
い
し
、
軍
事
的
・
政
治
的
な
国
力
の
強
さ
が
国
富
で
も
な
く
、
国
民
の
年
々
の
労
働
が
生
み
出
す
生
活
上
の
物
資
、
消
費
財

の
豊
か
さ
こ
そ
が
、
そ
の
国
の
富
な
の
だ
、
と
い
う
主
張
を
し
た
の
で
あ
る
。
ス
ミ
ス
は
富
の
概
念
に
つ
い
て
、
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転
換

を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
人
々
の
日
常
生
活
に
必
要
な
生
活
物
資
が
豊
富
か
否
か
は
、
ど
れ
だ
け
の
多
く
の
労
働
が
、
ど
れ
だ
け
有

効
に
使
用
さ
れ
る
か
に
依
存
す
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
す
べ
て
の
生
活
物
資
は
、
人
間
が
労
働
に
よ
っ
て
自
然
に
働
き
か
け
て
生
産

す
る
の
だ
か
ら
で
あ
る
（
２
）

。
こ
の
こ
と
を
ス
ミ
ス
自
身
は
『
国
富
論
』
の
冒
頭
で
、
次
の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
。

「
国
民
の
年
々
の
労
働
は
、
そ
の
国
民
が
年
々
消
費
す
る
生
活
の
必
需
品
と
便
益
品
の
す
べ
て
を
本
来
的
に
供
給
す
る
源
で
あ
っ
て
、

こ
の
必
需
品
と
便
益
品
は
、
常
に
労
働
の
直
接
の
生
産
物
で
あ
る
か
、
ま
た
は
そ
の
生
産
物
に
よ
っ
て
他
の
国
民
か
ら
購
入
し
た
も
の
で

）
一
一
二
（

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
お
け
る
富
と
幸
福
（
山
口
）

一
九

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
生
産
物
ま
た
は
そ
れ
で
購
入
さ
れ
る
も
の
の
、
こ
れ
を
消
費
す
る
は
ず
の
人
々
の
数
に
対
し
て
占
め
る
割
合

が
大
き
い
か
小
さ
い
か
に
応
じ
て
、
国
民
が
必
要
と
す
る
す
べ
て
の
必
需
品
と
便
益
品
が
十
分
に
供
給
さ
れ
る
か
ど
う
か
が
決
ま
る
で
あ

ろ
う
（
３
）

。」「
だ
が
こ
の
割
合
は
、
ど
の
国
民
の
場
合
も
、
次
の
二
つ
の
事
情
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
に
ち
が
い
な
い
。
す
な
わ
ち
第
一
は
、

国
民
の
労
働
が
ふ
つ
う
行
わ
れ
る
際
の
熟
練
、
技
能
、
判
断
力
の
程
度
如
何
で
あ
り
、
ま
た
第
二
は
、
有
用
な
労
働
に
従
事
す
る
人
々
の

数
と
、
そ
の
よ
う
な
労
働
に
従
事
し
な
い
人
々
の
数
と
の
割
合
で
あ
る
（
４
）

。」

『
国
富
論
』
の
題
名
で
あ
る
「
諸
国
民
の
富
」
と
は
、
ス
ミ
ス
に
あ
っ
て
は
生
活
物
資
の
豊
富
で
あ
り
、
そ
れ
は
そ
の
国
民
の
労
働
が

熟
達
し
て
い
て
生
産
力
が
高
く
、
し
か
も
有
用
な
種
類
に
配
置
さ
れ
る
比
率
が
高
い
こ
と
に
よ
っ
て
可
能
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
富
は

生
活
物
資
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
富
の
源
泉
は
労
働
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
等
し
く
、
ス
ミ
ス
は
『
国
富
論
』
第
一
篇
を
、
こ
の
労
働

の
生
産
力
が
如
何
に
す
れ
ば
向
上
す
る
か
と
い
う
考
察
か
ら
開
始
し
て
い
る
し
、
第
二
篇
を
、
労
働
の
有
用
な
使
い
方
（
生
産
的
労
働
と

不
生
産
的
労
働
と
の
区
別
）
と
は
何
か
と
い
う
考
察
か
ら
始
め
て
い
る
の
で
あ
る
（
５
）

。

ス
ミ
ス
の
生
き
た
時
代
は
、
民
衆
の
大
多
数
が
貧
困
状
態
に
あ
り
、
日
常
生
活
の
物
質
的
基
盤
で
あ
る
生
活
物
資
を
入
手
で
き
な
い
窮

乏
状
態
に
あ
っ
た
。
深
刻
な
生
活
物
資
の
不
足
に
陥
っ
て
い
た
（
６
）

。
明
日
の
生
活
に
も
困
る
多
く
の
貧
困
者
が
巷
に
溢
れ
て
い
る
よ
う
な
状

態
を
ス
ミ
ス
は
、
何
と
し
て
も
改
善
し
た
か
っ
た
の
だ
。
現
代
の
先
進
諸
国
に
見
ら
れ
る
生
活
物
資
の
豊
富
な
状
況
と
は
対
照
的
で
あ
っ

た
。
だ
か
ら
バ
カ
ン
は
「
ス
ミ
ス
は
…
…
社
会
の
中
で
最
も
貧
し
い
階
層
に
対
す
る
関
心
が
強
か
っ
た
。
…
…
一
八
世
紀
に
は
、
政
府
は

商
人
と
地
主
の
利
害
で
動
い
て
い
た
の
で
、
貧
困
者
が
幸
せ
に
な
る
（
７
）

」
方
策
に
つ
い
て
、
ス
ミ
ス
は
思
考
を
め
ぐ
ら
せ
て
い
た
の
で
あ
る

と
書
い
て
い
る
。
ス
ミ
ス
自
身
は
『
国
富
論
』
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
ど
ん
な
社
会
も
、
そ
の
成
員
の
圧
倒
的
大
部
分

が
貧
し
く
惨
め
で
あ
る
と
き
、
そ
の
社
会
が
隆
盛
で
幸
福
で
あ
ろ
う
は
ず
は
決
し
て
な
い
。
そ
れ
に
、
人
民
全
体
を
食
べ
さ
せ
、
着
さ
せ
、

）
一
一
二
（



ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
お
け
る
富
と
幸
福
（
山
口
）

一
九

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
生
産
物
ま
た
は
そ
れ
で
購
入
さ
れ
る
も
の
の
、
こ
れ
を
消
費
す
る
は
ず
の
人
々
の
数
に
対
し
て
占
め
る
割
合

が
大
き
い
か
小
さ
い
か
に
応
じ
て
、
国
民
が
必
要
と
す
る
す
べ
て
の
必
需
品
と
便
益
品
が
十
分
に
供
給
さ
れ
る
か
ど
う
か
が
決
ま
る
で
あ

ろ
う
（
３
）

。」「
だ
が
こ
の
割
合
は
、
ど
の
国
民
の
場
合
も
、
次
の
二
つ
の
事
情
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
に
ち
が
い
な
い
。
す
な
わ
ち
第
一
は
、

国
民
の
労
働
が
ふ
つ
う
行
わ
れ
る
際
の
熟
練
、
技
能
、
判
断
力
の
程
度
如
何
で
あ
り
、
ま
た
第
二
は
、
有
用
な
労
働
に
従
事
す
る
人
々
の

数
と
、
そ
の
よ
う
な
労
働
に
従
事
し
な
い
人
々
の
数
と
の
割
合
で
あ
る
（
４
）

。」

『
国
富
論
』
の
題
名
で
あ
る
「
諸
国
民
の
富
」
と
は
、
ス
ミ
ス
に
あ
っ
て
は
生
活
物
資
の
豊
富
で
あ
り
、
そ
れ
は
そ
の
国
民
の
労
働
が

熟
達
し
て
い
て
生
産
力
が
高
く
、
し
か
も
有
用
な
種
類
に
配
置
さ
れ
る
比
率
が
高
い
こ
と
に
よ
っ
て
可
能
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
富
は

生
活
物
資
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
富
の
源
泉
は
労
働
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
等
し
く
、
ス
ミ
ス
は
『
国
富
論
』
第
一
篇
を
、
こ
の
労
働

の
生
産
力
が
如
何
に
す
れ
ば
向
上
す
る
か
と
い
う
考
察
か
ら
開
始
し
て
い
る
し
、
第
二
篇
を
、
労
働
の
有
用
な
使
い
方
（
生
産
的
労
働
と

不
生
産
的
労
働
と
の
区
別
）
と
は
何
か
と
い
う
考
察
か
ら
始
め
て
い
る
の
で
あ
る
（
５
）

。

ス
ミ
ス
の
生
き
た
時
代
は
、
民
衆
の
大
多
数
が
貧
困
状
態
に
あ
り
、
日
常
生
活
の
物
質
的
基
盤
で
あ
る
生
活
物
資
を
入
手
で
き
な
い
窮

乏
状
態
に
あ
っ
た
。
深
刻
な
生
活
物
資
の
不
足
に
陥
っ
て
い
た
（
６
）

。
明
日
の
生
活
に
も
困
る
多
く
の
貧
困
者
が
巷
に
溢
れ
て
い
る
よ
う
な
状

態
を
ス
ミ
ス
は
、
何
と
し
て
も
改
善
し
た
か
っ
た
の
だ
。
現
代
の
先
進
諸
国
に
見
ら
れ
る
生
活
物
資
の
豊
富
な
状
況
と
は
対
照
的
で
あ
っ

た
。
だ
か
ら
バ
カ
ン
は
「
ス
ミ
ス
は
…
…
社
会
の
中
で
最
も
貧
し
い
階
層
に
対
す
る
関
心
が
強
か
っ
た
。
…
…
一
八
世
紀
に
は
、
政
府
は

商
人
と
地
主
の
利
害
で
動
い
て
い
た
の
で
、
貧
困
者
が
幸
せ
に
な
る
（
７
）

」
方
策
に
つ
い
て
、
ス
ミ
ス
は
思
考
を
め
ぐ
ら
せ
て
い
た
の
で
あ
る

と
書
い
て
い
る
。
ス
ミ
ス
自
身
は
『
国
富
論
』
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
ど
ん
な
社
会
も
、
そ
の
成
員
の
圧
倒
的
大
部
分

が
貧
し
く
惨
め
で
あ
る
と
き
、
そ
の
社
会
が
隆
盛
で
幸
福
で
あ
ろ
う
は
ず
は
決
し
て
な
い
。
そ
れ
に
、
人
民
全
体
を
食
べ
さ
せ
、
着
さ
せ
、

）
一
一
二
（
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二
〇

住
ま
わ
せ
る
こ
れ
ら
の
人
々
が
、
自
分
自
身
も
か
な
り
十
分
に
食
べ
た
り
、
着
た
り
、
住
ん
だ
り
す
る
だ
け
の
、
自
分
自
身
の
労
働
の
生

産
物
の
分
け
前
に
あ
ず
か
る
の
は
、
ま
っ
た
く
公
正
な
こ
と
な
の
で
あ
る
（
８
）

。」

ス
ミ
ス
は
『
国
富
論
草
稿
』
の
中
で
「
普
遍
的
富
裕
（
９
）

」
の
社
会
と
い
う
こ
と
を
述
べ
、
普
遍
的
と
は
、
富
裕
が
社
会
を
構
成
す
る
ほ
と

ん
ど
す
べ
て
の
人
々
に
ま
で
行
き
渡
っ
て
い
る
こ
と
だ
と
い
う
。
そ
し
て
こ
の
場
合
、
富
裕
と
は
日
常
の
生
活
物
資
の
豊
富
を
意
味
す
る

と
と
も
に
、
人
々
が
自
主
的
に
行
動
し
う
る
独
立
が
達
成
さ
れ
る
ま
で
に
経
済
的
条
件
が
整
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
ス
ミ
ス
に

と
っ
て
、
普
遍
的
富
裕
の
社
会
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
て
始
め
て
、
社
会
を
構
成
す
る
ほ
と
ん
ど
の
人
々
が
、
現
世
で
の
幸
福
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
（
10
）

。

と
こ
ろ
で
既
述
の
よ
う
に
、
ス
ミ
ス
に
と
っ
て
幸
福
と
は
心
が
平
静
な
状
態
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
心
の
平
静
の
た
め
に
は
「
健
康
で
負

債
が
な
く
、
良
心
に
や
ま
し
い
と
こ
ろ
が
な
い
」
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
し
て
こ
の
状
態
に
あ
れ
ば
、
富
の
追
加
は
余
計
な

も
の
だ
と
い
う
。
だ
が
人
間
は
、
欲
望
の
か
た
ま
り
で
あ
る
か
ら
、
自
然
の
欺
瞞
の
中
で
、
野
心
と
虚
栄
に
と
ら
わ
れ
て
、
う
わ
べ
の
幸

福
の
た
め
に
富
を
無
限
に
追
求
す
る
の
だ
か
ら
─
た
と
え
真
の
幸
福
に
は
不
必
要
で
あ
る
に
し
て
も
─
人
間
の
生
存
に
つ
い
て
考
察
す
る

際
に
、
富
の
無
限
の
追
求
と
い
う
事
実
を
無
視
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
ス
ミ
ス
に
あ
っ
て
は
、
社
会
の
大
多
数
の
人
々
は
、
う

わ
べ
の
幸
福
の
た
め
に
富
を
無
限
に
追
求
す
る
と
い
う
現
実
を
そ
の
ま
ま
承
認
し
、
そ
れ
が
結
局
、「
見
え
な
い
手
」
の
導
き
で
、
経
済

を
発
展
さ
せ
、
富
裕
な
社
会
を
実
現
し
、
人
間
生
活
を
豊
か
に
す
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

で
は
何
故
、
ス
ミ
ス
に
あ
っ
て
は
富
の
無
限
の
追
求
が
、
真
の
幸
福
に
つ
な
が
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
そ
れ
を
検
討
し
よ
う
。

（
1
）	

酒
井
進
「
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
」（『
人
と
時
代
と
経
済
学
─
現
代
を
根
源
的
に
考
え
る
─
』（
原
田
博
夫
編
）、
専
修
大
学
出
版
局
、
二
〇
〇
五
年
、

）
一
二
二
（

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
お
け
る
富
と
幸
福
（
山
口
）

二
一

所
収
）、
二
六
頁
。

（
２
）	

水
田
洋
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
』（
前
出
）、
一
三
二
頁
。

（
3
）	

W
N
,	I,	p.	10.

　
邦
訳
、
Ⅰ
、
一
頁
。

（
4
）	

W
N
,	I,	p.	10.

　
邦
訳
、
Ⅰ
、
一
頁
。

（
5
）	

難
波
田
春
夫
『
ス
ミ
ス
・
ヘ
ー
ゲ
ル
・
マ
ル
ク
ス
』、
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
九
三
年
、
五
七
─
八
頁
。

（
６
）	C

f.	R
oyston	P

ike,	H
u

m
an

 D
ocu

m
en

ts of A
d

am
 S

m
ith

’s T
im

e,	1９７4,	pp.	15７-６９.

（
７
）	Jam

es	B
uchan,	op. cit,	p.	６.

　
邦
訳
、
一
三
頁
。

（
８
）	

W
N
,	I,	p.	９６.

　
邦
訳
、
Ⅰ
、
一
三
三
─
四
頁
。

（
９
）	A

dam
	S
m
ith,	 ‘E

arly	D
raft ’	of	part	of	th

e W
ealth

 of N
ation

s,	in	L
ectu

re on
 Ju

rispru
d

en
ce,	G

lasgow
	E
dition,	O

xford,	

1９７８,	p.	5６4.

　
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
『
法
学
講
義
』（
水
田
洋
訳
）、
岩
波
文
庫
、
二
〇
〇
五
年
、
四
四
八
頁
。

（
10
）	

岡
田
純
一
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
』、
日
本
経
済
新
聞
社
、
昭
和
五
二
年
、
七
六
頁
。

六
　
真
の
幸
福
と
う
わ
べ
の
幸
福

先
に
繰
り
返
し
述
べ
た
よ
う
に
、
人
間
の
現
世
の
幸
福
に
と
っ
て
膨
大
な
量
の
富
を
必
要
と
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
人
間
は
欲
望
の

か
た
ま
り
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
自
然
に
欺
さ
れ
て
「
富
と
地
位
の
快
楽
が
、
何
か
偉
大
で
美
し
く
高
貴
な
も
の
」
だ
と
錯
覚
し
、
直
接
に

は
幸
福
に
と
っ
て
必
要
で
な
い
富
と
地
位
を
追
求
す
る
存
在
だ
と
ス
ミ
ス
は
考
え
て
い
た
（
１
）

。
ス
ミ
ス
の
目
か
ら
見
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
の
社

会
に
お
い
て
は
自
然
の
欺
瞞
の
中
で
、
人
々
が
野
心
と
虚
栄
に
と
ら
わ
れ
、
富
と
地
位
の
獲
得
の
た
め
に
、
日
夜
、
相
手
を
蹴
落
と
そ
う

と
し
て
競
争
し
て
い
る
の
が
現
実
の
姿
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
社
会
の
中
で
、
こ
う
し
た
野
心
と
虚
栄
に
と
ら
わ
れ
た
人
を
ス
ミ
ス
は
、
決

）
一
二
一
（



ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
お
け
る
富
と
幸
福
（
山
口
）

二
一

所
収
）、
二
六
頁
。

（
２
）	

水
田
洋
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
』（
前
出
）、
一
三
二
頁
。

（
3
）	

W
N
,	I,	p.	10.

　
邦
訳
、
Ⅰ
、
一
頁
。

（
4
）	

W
N
,	I,	p.	10.

　
邦
訳
、
Ⅰ
、
一
頁
。

（
5
）	

難
波
田
春
夫
『
ス
ミ
ス
・
ヘ
ー
ゲ
ル
・
マ
ル
ク
ス
』、
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
九
三
年
、
五
七
─
八
頁
。

（
６
）	C

f.	R
oyston	P

ike,	H
u

m
an

 D
ocu

m
en

ts of A
d

am
 S

m
ith

’s T
im

e,	1９７4,	pp.	15７-６９.

（
７
）	Jam

es	B
uchan,	op. cit,	p.	６.

　
邦
訳
、
一
三
頁
。

（
８
）	

W
N
,	I,	p.	９６.

　
邦
訳
、
Ⅰ
、
一
三
三
─
四
頁
。

（
９
）	A

dam
	S
m
ith,	 ‘E

arly	D
raft ’	of	part	of	th

e W
ealth

 of N
ation

s,	in	L
ectu

re on
 Ju

rispru
d

en
ce,	G

lasgow
	E
dition,	O

xford,	

1９７８,	p.	5６4.

　
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
『
法
学
講
義
』（
水
田
洋
訳
）、
岩
波
文
庫
、
二
〇
〇
五
年
、
四
四
八
頁
。

（
10
）	

岡
田
純
一
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
』、
日
本
経
済
新
聞
社
、
昭
和
五
二
年
、
七
六
頁
。

六
　
真
の
幸
福
と
う
わ
べ
の
幸
福

先
に
繰
り
返
し
述
べ
た
よ
う
に
、
人
間
の
現
世
の
幸
福
に
と
っ
て
膨
大
な
量
の
富
を
必
要
と
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
人
間
は
欲
望
の

か
た
ま
り
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
自
然
に
欺
さ
れ
て
「
富
と
地
位
の
快
楽
が
、
何
か
偉
大
で
美
し
く
高
貴
な
も
の
」
だ
と
錯
覚
し
、
直
接
に

は
幸
福
に
と
っ
て
必
要
で
な
い
富
と
地
位
を
追
求
す
る
存
在
だ
と
ス
ミ
ス
は
考
え
て
い
た
（
１
）

。
ス
ミ
ス
の
目
か
ら
見
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
の
社

会
に
お
い
て
は
自
然
の
欺
瞞
の
中
で
、
人
々
が
野
心
と
虚
栄
に
と
ら
わ
れ
、
富
と
地
位
の
獲
得
の
た
め
に
、
日
夜
、
相
手
を
蹴
落
と
そ
う

と
し
て
競
争
し
て
い
る
の
が
現
実
の
姿
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
社
会
の
中
で
、
こ
う
し
た
野
心
と
虚
栄
に
と
ら
わ
れ
た
人
を
ス
ミ
ス
は
、
決

）
一
二
一
（
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二
二

し
て
幸
福
な
人
と
は
見
な
し
て
い
な
い
。「
真
実
の
平
静
」
と
「
さ
さ
や
か
な
安
全
と
満
足
」
を
犠
牲
に
し
た
、
か
わ
い
そ
う
で
憐
れ
な

人
と
見
て
い
る
。

「
彼
の
全
生
涯
に
わ
た
っ
て
、
彼
は
自
分
が
決
し
て
到
達
し
な
い
か
も
知
れ
な
い
、
あ
る
人
為
的
で
優
雅
な
憩
い
の
観
念
を
追
求
し
、

そ
の
た
め
に
彼
は
、
い
つ
で
も
彼
の
力
の
及
ぶ
範
囲
に
あ
る
真
実
の
平
静
を
犠
牲
に
す
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
し
て
そ
の
観
念
は
、
も
し
彼

が
老
齢
の
極
に
お
い
て
つ
い
に
そ
れ
に
到
達
す
る
と
し
て
も
、
彼
が
そ
れ
の
代
り
に
放
棄
し
た
あ
の
さ
さ
や
か
な
安
全
と
満
足
と
に
、
い

か
な
る
点
で
も
ま
さ
っ
て
い
な
い
こ
と
を
知
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
と
き
に
、
す
な
わ
ち
、
生
涯
も
最
後
の
数
年
と
な
っ
て
、
彼
の
肉
体
は

苦
労
と
病
気
で
衰
弱
し
、
彼
の
精
神
は
、
自
分
の
敵
た
ち
の
不
正
あ
る
い
は
自
分
の
味
方
た
ち
の
背
信
忘
恩
に
よ
っ
て
、
彼
が
こ
う
む
っ

て
き
た
と
想
像
す
る
無
数
の
侵
害
と
失
望
の
記
憶
の
た
め
に
、
い
ら
だ
ち
怒
っ
て
い
る
と
き
に
、
彼
は
つ
い
に
、
そ
の
富
と
地
位
が
、
取

る
に
足
り
な
い
効
用
を
も
つ
愛
玩
物
に
す
ぎ
ず
、
肉
体
の
安
楽
と
精
神
の
平
静
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
玩
具
の
愛
好
者
の
小
間
物
に
ま

さ
っ
て
適
し
て
は
い
な
い
こ
と
…
…
を
悟
り
は
じ
め
る
の
で
あ
る
（
２
）

。」

こ
の
引
用
文
に
は
人
間
と
人
生
の
本
質
を
知
り
つ
く
し
た
賢
人
ス
ミ
ス
の
味
わ
い
深
い
記
述
が
窮
わ
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
に
は
、
ス
ミ

ス
に
よ
っ
て
仏
教
が
説
く
煩
悩
か
ら
の
解
脱
、
悟
り
へ
の
道
と
同
じ
結
論
が
示
さ
れ
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
か
（
３
）

。
そ
し
て
以
下
の
文
章
に

は
、
ス
ミ
ス
の
宗
教
家
と
し
て
の
側
面
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
人
間
生
活
の
真
実
の
幸
福
を
な
す
「
肉
体
の
安
楽
と
精
神
の

平
和
に
お
い
て
、
生
活
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
身
分
は
、
す
べ
て
同
じ
水
準
に
あ
り
、
そ
し
て
公
道
の
傍
で
日
な
た
ぼ
っ
こ
を
し
て
い
る
乞
食

は
、
国
王
た
ち
が
そ
れ
を
得
る
た
め
に
戦
っ
て
い
る
安
全
性
を
所
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
４
）

」
と
。
こ
の
文
章
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
ス

ミ
ス
に
と
っ
て
本
当
の
幸
福
と
は
、
後
に
触
れ
る
ス
ト
ア
派
の
哲
学
者
が
い
う
「
俗
世
間
の
心
配
事
か
ら
解
放
さ
れ
た
状
態
（
５
）

」
で
あ
り
、

い
い
換
え
れ
ば
「
平
穏
な
生
活
を
誰
に
も
邪
魔
さ
れ
ず
、
心
ゆ
く
ま
で
享
受
（
６
）

」
で
き
る
状
態
な
の
で
あ
る
。

）
一
二
一
（

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
お
け
る
富
と
幸
福
（
山
口
）

二
三

自
然
の
欺
瞞
の
中
で
野
心
と
虚
栄
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
人
々
は
、
こ
の
こ
と
に
気
づ
か
な
い
。
人
生
の
黄
昏
の
と
き
、
あ
る
い
は
体
調

を
崩
し
た
と
き
、
な
ど
に
野
心
の
む
な
し
さ
、
虚
栄
の
は
か
な
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
。
ス
ミ
ス
が
言
う
に
は
、「
病
気
に
よ
る
衰
弱
と

老
齢
に
よ
る
疲
労
の
中
で
は
、
地
位
に
よ
る
無
駄
で
む
な
し
い
諸
差
別
の
、
諸
快
楽
は
消
え
う
せ
る
。
…
…
彼
の
心
の
中
で
、
彼
は
野
心

を
呪
い
、
青
年
時
代
の
気
楽
と
怠
惰
、
す
な
わ
ち
永
遠
に
逃
げ
さ
っ
た
諸
快
楽
に
つ
い
て
む
な
し
く
後
悔
す
る
の
で
あ
っ
て
、
彼
は
愚
か

に
も
、
手
に
入
れ
た
と
き
に
は
、
何
も
彼
に
真
実
の
満
足
を
提
供
し
え
な
い
も
の
の
た
め
に
、
そ
れ
ら
を
犠
牲
に
し
た
の
で
あ
る
（
７
）

」
と
。

こ
の
ス
ミ
ス
の
醒
め
た
意
識
は
、
病
気
や
老
齢
の
中
で
生
ま
れ
て
く
る
も
の
で
あ
っ
て
、
人
々
は
普
通
の
状
態
の
と
き
は
自
然
に
欺
か
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
欺
か
れ
て
い
る
こ
と
も
知
ら
ず
、
人
々
は
社
会
の
中
で
富
や
地
位
を
求
め
、
人
間
生
活
の
真
の
幸
福
、
真
実
の
満
足

を
犠
牲
に
し
て
、
は
か
な
い
虚
栄
の
た
め
に
日
々
あ
く
せ
く
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
ス
ミ
ス
の
諦
観
の
境
地
は
、
ス
ト
ア
哲
学
か
ら
の
影
響
が
大
き
い
と
小
林
昇
は
考
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
小
林
は
、
ス
ミ
ス

を
ス
ト
ア
哲
学
に
よ
っ
て
鍛
錬
さ
れ
た
人
間
と
見
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
ス
ミ
ス
と
い
う
の
は
、
ス
ト
ア
（
し
い
て
広
く
言
え
ば

古
代
哲
学
）
に
非
常
に
同
情
的
で
あ
っ
て
シ
ン
プ
ル
な
生
活
─
余
分
な
欲
望
を
遠
ざ
け
る
、
そ
う
い
う
よ
う
な
生
活
を
好
ん
だ
人
の
よ
う

に
思
わ
れ
る
。」「
自
分
自
身
（
ス
ミ
ス
自
身
）
は
生
産
せ
よ
蓄
積
せ
よ
、
そ
し
て
境
遇
を
改
善
し
て
豊
か
に
な
ろ
う
、
と
言
う
よ
う
な
、

自
分
が
鼓
吹
し
て
い
る
風
潮
に
は
必
ず
し
も
同
じ
で
な
い
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
つ
ま
り
豊
か
に
な
っ
て
本
当
に
幸
福
だ
ろ
う
か
、
と

い
う
考
え
方
が
ス
ミ
ス
に
は
あ
る
（
８
）

。」
こ
う
小
林
は
力
説
し
て
い
る
。
小
林
が
言
う
よ
う
に
、
実
際
ス
ミ
ス
は
ス
ト
ア
哲
学
に
親
近
感
を

お
ぼ
え
、
小
欲
知
足
を
人
間
性
の
本
質
に
根
ざ
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
説
き
、
そ
れ
に
高
い
評
価
を
し
て
い
た
（
９
）

。
ス
ミ
ス
に
よ
れ
ば
ス
ト

ア
哲
学
者
は
、
人
生
を
次
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
。

「
こ
の
世
に
お
け
る
す
べ
て
の
出
来
事
は
、
賢
明
で
強
力
で
善
良
な
神・

の
、
神
慮
に
よ
っ
て
導
か
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は

）
一
二
二
（
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ダ
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幸
福
（
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二
三

自
然
の
欺
瞞
の
中
で
野
心
と
虚
栄
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
人
々
は
、
こ
の
こ
と
に
気
づ
か
な
い
。
人
生
の
黄
昏
の
と
き
、
あ
る
い
は
体
調

を
崩
し
た
と
き
、
な
ど
に
野
心
の
む
な
し
さ
、
虚
栄
の
は
か
な
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
。
ス
ミ
ス
が
言
う
に
は
、「
病
気
に
よ
る
衰
弱
と

老
齢
に
よ
る
疲
労
の
中
で
は
、
地
位
に
よ
る
無
駄
で
む
な
し
い
諸
差
別
の
、
諸
快
楽
は
消
え
う
せ
る
。
…
…
彼
の
心
の
中
で
、
彼
は
野
心

を
呪
い
、
青
年
時
代
の
気
楽
と
怠
惰
、
す
な
わ
ち
永
遠
に
逃
げ
さ
っ
た
諸
快
楽
に
つ
い
て
む
な
し
く
後
悔
す
る
の
で
あ
っ
て
、
彼
は
愚
か

に
も
、
手
に
入
れ
た
と
き
に
は
、
何
も
彼
に
真
実
の
満
足
を
提
供
し
え
な
い
も
の
の
た
め
に
、
そ
れ
ら
を
犠
牲
に
し
た
の
で
あ
る
（
７
）

」
と
。

こ
の
ス
ミ
ス
の
醒
め
た
意
識
は
、
病
気
や
老
齢
の
中
で
生
ま
れ
て
く
る
も
の
で
あ
っ
て
、
人
々
は
普
通
の
状
態
の
と
き
は
自
然
に
欺
か
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
欺
か
れ
て
い
る
こ
と
も
知
ら
ず
、
人
々
は
社
会
の
中
で
富
や
地
位
を
求
め
、
人
間
生
活
の
真
の
幸
福
、
真
実
の
満
足

を
犠
牲
に
し
て
、
は
か
な
い
虚
栄
の
た
め
に
日
々
あ
く
せ
く
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
ス
ミ
ス
の
諦
観
の
境
地
は
、
ス
ト
ア
哲
学
か
ら
の
影
響
が
大
き
い
と
小
林
昇
は
考
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
小
林
は
、
ス
ミ
ス

を
ス
ト
ア
哲
学
に
よ
っ
て
鍛
錬
さ
れ
た
人
間
と
見
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
ス
ミ
ス
と
い
う
の
は
、
ス
ト
ア
（
し
い
て
広
く
言
え
ば

古
代
哲
学
）
に
非
常
に
同
情
的
で
あ
っ
て
シ
ン
プ
ル
な
生
活
─
余
分
な
欲
望
を
遠
ざ
け
る
、
そ
う
い
う
よ
う
な
生
活
を
好
ん
だ
人
の
よ
う

に
思
わ
れ
る
。」「
自
分
自
身
（
ス
ミ
ス
自
身
）
は
生
産
せ
よ
蓄
積
せ
よ
、
そ
し
て
境
遇
を
改
善
し
て
豊
か
に
な
ろ
う
、
と
言
う
よ
う
な
、

自
分
が
鼓
吹
し
て
い
る
風
潮
に
は
必
ず
し
も
同
じ
で
な
い
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
つ
ま
り
豊
か
に
な
っ
て
本
当
に
幸
福
だ
ろ
う
か
、
と

い
う
考
え
方
が
ス
ミ
ス
に
は
あ
る
（
８
）

。」
こ
う
小
林
は
力
説
し
て
い
る
。
小
林
が
言
う
よ
う
に
、
実
際
ス
ミ
ス
は
ス
ト
ア
哲
学
に
親
近
感
を

お
ぼ
え
、
小
欲
知
足
を
人
間
性
の
本
質
に
根
ざ
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
説
き
、
そ
れ
に
高
い
評
価
を
し
て
い
た
（
９
）

。
ス
ミ
ス
に
よ
れ
ば
ス
ト

ア
哲
学
者
は
、
人
生
を
次
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
。

「
こ
の
世
に
お
け
る
す
べ
て
の
出
来
事
は
、
賢
明
で
強
力
で
善
良
な
神・

の
、
神
慮
に
よ
っ
て
導
か
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
わ
れ
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れ
は

）
一
二
二
（
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五
十
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巻
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（
二
〇
二
〇
年
十
二
月
）

二
四

何
事
が
起
こ
ろ
う
と
も
、
す
べ
て
は
全
体
の
繁
栄
と
完
成
に
向
か
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
確
信
し
て
い
い
の
で
あ
っ
た
。
し
た

が
っ
て
、
も
し
、
わ
れ
わ
れ
自
身
が
貧
困
で
あ
る
と
か
、
病
気
で
あ
る
と
か
、
何
か
そ
の
他
の
災
厄
に
み
ま
わ
れ
て
い
る
と
か
す
る
な
ら

ば
、
わ
れ
わ
れ
は
何
よ
り
も
、
ま
ず
、
わ
れ
わ
れ
自
身
を
こ
の
不
快
な
事
情
か
ら
救
い
出
す
た
め
に
…
…
最
大
の
努
力
を
利
用
す
べ
き
な

の
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
も
し
、
わ
れ
わ
れ
の
な
し
う
る
す
べ
て
を
し
た
後
に
、
こ
れ
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
な
ら
ば
、
わ
れ

わ
れ
は
、
宇
宙
の
秩
序
と
安
全
性
が
、
わ
れ
わ
れ
が
し
ば
ら
く
の
間
引
き
続
き
、
こ
の
境
遇
に
あ
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
こ
と
に
、
満
足

し
て
安
ん
じ
る
べ
き
な
の
で
あ
る
（
10
）

。」

こ
の
こ
と
を
知
っ
た
賢
人
は
、
如
何
な
る
生
活
状
態
に
置
か
れ
て
も
、
不
平
を
言
わ
な
い
。
与
え
ら
れ
た
境
遇
の
中
で
、
彼
は
自
己
の

諸
情
念
を
統
制
し
、「
守
ら
れ
る
べ
き
一
定
の
秩
序
」「
適
宜
性
」「
品
位
」
を
保
っ
た
行
動
を
す
る
。
そ
れ
故
、
彼
は
ど
ん
な
境
遇
に

あ
っ
て
も
、
人
々
の
明
確
な
是
認
、
あ
る
い
は
同
感
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
（
11
）

。「
ス
ト
ア
哲
学
に
よ
れ
ば
、
賢
人
に
と
っ
て
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
生
活
状
態
は
、
す
べ
て
等
し
い
の
で
あ
る
（
1２
）

。」「
富
裕
に
せ
よ
貧
困
に
せ
よ
、
快
楽
に
せ
よ
苦
痛
に
せ
よ
、
健
康
に
せ
よ
病
気
に
せ
よ
、

す
べ
て
は
同
様
（
13
）

」
な
の
で
あ
る
。
貧
富
の
別
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
間
に
何
ら
の
実
質
的
な
区
別
は
な
い
の
で
、
賢
人
は
人
生
の
喜
怒
哀

楽
に
か
か
わ
り
な
く
幸
福
な
生
活
を
送
る
、
と
ス
ミ
ス
は
言
う
の
で
あ
る
。

一
方
、
自
己
の
諸
情
念
が
正
当
な
統
制
の
も
と
に
な
い
人
類
の
大
多
数
で
あ
る
愚
か
な
人
は
、
如
何
な
る
境
遇
に
お
い
て
も
、「
真
の

品
位
」
と
「
適
宜
性
」
を
も
っ
て
行
動
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
14
）

。
ス
ト
ア
哲
学
か
ら
見
れ
ば
、
肝
要
な
の
は
諸
情
念
の
統
制
で
あ
っ
て
境

遇
で
は
な
い
。
諸
情
念
の
統
制
さ
え
し
っ
か
り
し
て
お
け
ば
、
ど
ん
な
境
遇
に
あ
っ
て
も
、
人
々
の
明
確
な
是
認
、
あ
る
い
は
同
感
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
（
15
）

。
こ
の
よ
う
な
人
生
観
を
も
つ
ス
ト
ア
哲
学
の
立
場
は
、
野
心
と
虚
栄
を
欺
瞞
の
産
物
と
み
る
ス
ミ
ス
の
立
場
と
類
似

し
て
い
る
。
ス
ミ
ス
に
と
っ
て
も
ス
ト
ア
哲
学
者
に
と
っ
て
も
、
野
心
や
虚
栄
と
、
そ
こ
か
ら
生
じ
る
「
富
、
権
力
お
よ
び
卓
越
の
追

）
一
二
二
（

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
お
け
る
富
と
幸
福
（
山
口
）

二
五

求
」「
こ
の
世
の
す
べ
て
の
苦
労
と
騒
ぎ
」
は
、
む
な
し
い
も
の
に
感
じ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
人
類
の
大
多
数
で
あ
る
軽
率
な
民
衆

に
と
っ
て
は
、
欺
瞞
の
中
で
野
心
や
虚
栄
に
と
ら
わ
れ
る
の
が
通
常
の
状
態
で
あ
り
、
ス
ト
ア
哲
学
者
が
唱
え
る
「
小
欲
知
足
」「
余
分

な
欲
望
を
遠
ざ
け
る
」
と
い
う
簡
素
（
シ
ン
プ
ル
）
な
生
活
を
送
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
ス
ミ
ス
は
み
る
。
よ
ほ
ど
の
賢
人
か
、
あ
る

い
は
落
伍
者
は
別
と
し
て
、
こ
の
社
会
を
構
成
す
る
大
多
数
の
弱
い
人
（
民
衆
）
は
、「
富
、
権
力
お
よ
び
卓
越
の
追
求
」
か
ら
逃
げ
ら

れ
な
い
と
い
う
。
ス
ミ
ス
は
「
人
類
の
う
ち
の
大
群
衆
は
、
富
と
上
流
の
地
位
の
感
嘆
者
で
あ
り
崇
拝
者
（
1６
）

」
で
あ
る
と
も
述
べ
て
い
る
。

何
度
も
述
べ
た
よ
う
に
、
ス
ミ
ス
に
と
っ
て
は
「
富
、
権
力
お
よ
び
卓
越
の
追
求
」
は
自
然
の
欺
瞞
の
中
で
野
心
や
虚
栄
に
と
ら
わ
れ
、

目
的
と
手
段
の
転
倒
に
よ
っ
て
人
間
が
欺
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
て
く
る
の
だ
が
、
欺
し
た
の
は
自
然
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の

転
倒
も
、
広
い
意
味
で
は
自
然
的
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
産
力
の
向
上
と
社
会
の
富
裕
が
生
じ
、
人
間
の
生
活
が
豊
か
に
な
る

の
で
あ
る
（
1７
）

。

（
1
）	

仏
教
思
想
に
お
い
て
も
ス
ミ
ス
と
同
様
の
人
間
把
握
を
し
て
い
る
。
人
間
の
欲
望
は
限
り
な
く
増
大
し
つ
づ
け
る
。
本
能
的
な
欲
望
が
満
た
さ

れ
る
と
、
さ
ら
に
富
と
地
位
と
い
う
自
己
優
越
の
欲
望
を
追
求
し
、
ほ
と
ん
ど
一
生
を
そ
の
目
的
追
求
の
た
め
に
生
き
て
ゆ
く
の
が
、
わ
れ
わ
れ
の

人
生
そ
の
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
自
己
の
権
力
、
自
己
の
富
、
自
己
の
地
位
の
無
限
に
拡
大
す
る
こ
と
を
願
う
の
が
、
人
生
の
な
り
ふ
り
か
ま
わ

ぬ
姿
で
あ
ろ
う
。
所
詮
は
死
ぬ
人
生
で
あ
り
、
無
に
帰
す
る
人
生
で
あ
る
こ
と
が
、
理
性
で
は
分
か
っ
て
い
て
も
、
な
お
か
つ
自
己
優
越
の
欲
求
を

追
求
す
る
と
こ
ろ
に
人
間
の
悲
し
さ
が
あ
る
。（
鎌
田
茂
雄
『
現
代
人
の
仏
教
』、
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
九
八
年
、
一
〇
九
─
一
〇
頁
を
参
照
。）

（
２
）	

T
M

S
,	p.	1８1.

　
邦
訳
、
二
七
七
頁
。

（
3
）	

梅
原
猛
・
増
谷
文
雄
『
知
恵
と
慈
悲
〈
ブ
ッ
ダ
〉』（
仏
教
の
思
想
１
）、
角
川
文
庫
ソ
フ
ィ
ア
、
平
成
九
年
、
第
三
部
、
鎌
田
茂
雄
『
仏
陀
の

観
た
も
の
』、
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
一
三
年
、
第
二
章
を
参
照
。

）
一
二
二
（
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れ
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あ
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野
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欲
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る
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と
い
う
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素
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な
生
活
を
送
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
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ス
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は
み
る
。
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ど
の
賢
人
か
、
あ
る

い
は
落
伍
者
は
別
と
し
て
、
こ
の
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を
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る
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多
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の
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（
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お
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追
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。
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は
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の
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ち
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は
、
富
と
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流
の
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の
感
嘆
者
で
あ
り
崇
拝
者
（
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）

」
で
あ
る
と
も
述
べ
て
い
る
。

何
度
も
述
べ
た
よ
う
に
、
ス
ミ
ス
に
と
っ
て
は
「
富
、
権
力
お
よ
び
卓
越
の
追
求
」
は
自
然
の
欺
瞞
の
中
で
野
心
や
虚
栄
に
と
ら
わ
れ
、

目
的
と
手
段
の
転
倒
に
よ
っ
て
人
間
が
欺
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
て
く
る
の
だ
が
、
欺
し
た
の
は
自
然
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の

転
倒
も
、
広
い
意
味
で
は
自
然
的
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
産
力
の
向
上
と
社
会
の
富
裕
が
生
じ
、
人
間
の
生
活
が
豊
か
に
な
る

の
で
あ
る
（
1７
）

。

（
1
）	

仏
教
思
想
に
お
い
て
も
ス
ミ
ス
と
同
様
の
人
間
把
握
を
し
て
い
る
。
人
間
の
欲
望
は
限
り
な
く
増
大
し
つ
づ
け
る
。
本
能
的
な
欲
望
が
満
た
さ

れ
る
と
、
さ
ら
に
富
と
地
位
と
い
う
自
己
優
越
の
欲
望
を
追
求
し
、
ほ
と
ん
ど
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生
を
そ
の
目
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追
求
の
た
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に
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て
ゆ
く
の
が
、
わ
れ
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の

人
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あ
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え
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自
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自
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拡
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す
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。
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人
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で
あ
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、
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あ
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追
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が
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る
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人
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仏
教
』、
講
談
社
学
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、
一
九
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年
、
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〇
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─
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頁
を
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（
２
）	
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M
S
,	p.	1８1.

　
邦
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頁
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原
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・
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文
雄
『
知
恵
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慈
悲
〈
ブ
ッ
ダ
〉』（
仏
教
の
思
想
１
）、
角
川
文
庫
ソ
フ
ィ
ア
、
平
成
九
年
、
第
三
部
、
鎌
田
茂
雄
『
仏
陀
の

観
た
も
の
』、
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
一
三
年
、
第
二
章
を
参
照
。

）
一
二
二
（
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　第
五
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
二
〇
年
十
二
月
）

二
六

（
4
）	

T
M

S
,	p.	1８5.

　
邦
訳
、
二
八
一
頁
。

（
5
）	Jam

es	B
uchan,	op. cit,	p.	６4.

　
邦
訳
、
八
八
頁
。

（
６
）	
ラ
ス
・
ロ
バ
ー
ツ
『
ス
ミ
ス
先
生
の
道
徳
の
授
業
─
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
が
経
済
学
よ
り
も
伝
え
た
か
っ
た
こ
と
─
』（
村
井
章
子
訳
）、
日
本
経

済
新
聞
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
、
一
七
二
頁
。
板
橋
興
宗
『
あ
た
り
ま
え
で
い
い
』、
佼
成
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
、
第
六
、
七
章
を
参
照
。

（
７
）	

T
M

S
,	p.	1８２.

　
邦
訳
、
二
七
八
頁
。

（
８
）	

小
林
昇
・
杉
山
忠
平
『
西
洋
か
ら
西
欧
へ
』、
日
本
経
済
評
論
社
、
一
九
八
七
年
、
六
三
─
四
頁
。

（
９
）	

因
み
に
、
中
国
の
人
生
訓
を
記
し
た
『
菜
根
譚
』
に
も
同
様
の
心
境
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
洪
自
誠
『
菜
根
譚
』（
今
井
宇
三
郎
訳
注
）、
岩
波

文
庫
、
二
〇
〇
一
年
、
三
〇
三
頁
を
参
照
。

（
10
）	

T
M

S
,	p.	２７4.

　
邦
訳
、
三
四
一
─
二
頁
。

（
11
）	

T
M

S
,	p.	5８.

　
邦
訳
、
八
八
頁
。

（
1２
）	

T
M

S
,	p.	5８.

　
邦
訳
、
八
七
頁
。

（
13
）	

T
M

S
,	p.	２７６.

　
邦
訳
、
三
四
七
頁
。

（
14
）	

T
M

S
,	p.	5８.

　
邦
訳
、
八
八
頁
。

（
15
）	

ラ
ス
・
ロ
バ
ー
ツ
、
前
掲
書
、
第
三
章
を
参
照
。

（
1６
）	

T
M

S
,	p.	６２.

　
邦
訳
、
九
六
頁
。

（
1７
）	

堂
目
卓
生
は
「
賢
人
は
、
最
低
水
準
の
富
さ
え
あ
れ
ば
、
そ
れ
以
上
の
富
は
自
分
の
幸
福
に
何
の
影
響
も
も
た
ら
さ
な
い
と
考
え
、
逆
に
愚
か

な
人
は
、
最
低
水
準
の
富
を
得
た
後
も
、
富
が
増
え
る
ほ
ど
幸
福
が
増
す
と
思
う
。
彼
ら
は
よ
り
多
く
の
富
を
獲
得
し
て
、
よ
り
幸
福
な
人
生
を
送

ろ
う
と
懸
命
に
活
動
す
る
が
、
こ
の
愚
か
な
人
の
富
と
地
位
へ
の
野
心
こ
そ
、
経
済
を
発
展
さ
せ
、
富
裕
な
社
会
を
作
り
上
げ
る
原
動
力
だ
と
ス
ミ

ス
は
考
え
て
い
る
」
と
書
い
て
い
る
。（
堂
目
卓
生
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
』、
中
公
新
書
、
二
〇
〇
八
年
、
第
二
章
を
参
照
。）

）
一
二
二
（

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
お
け
る
富
と
幸
福
（
山
口
）

二
七

七
　
む
す
び
に
か
え
て

ス
ミ
ス
は
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
学
に
入
学
し
、
最
も
影
響
を
受
け
た
人
物
は
道
徳
哲
学
の
教
師
ハ
チ
ス
ン
で
あ
っ
た
。
ハ
チ
ス
ン
か
ら
ス
ミ

ス
は
宗
教
的
楽
観
主
義
を
受
け
継
ぎ
、
そ
れ
は
前
述
の
よ
う
に
理
神
論
あ
る
い
は
自
然
宗
教
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ス
ミ
ス
は
理

神
論
者
で
あ
っ
た
か
ら
、
宇
宙
の
創
造
者
た
る
神
の
存
在
を
信
じ
て
お
り
、
神
そ
の
も
の
は
否
定
し
な
い
が
、
そ
れ
以
外
の
日
常
生
活
に

お
い
て
は
神
や
教
会
を
必
要
と
し
な
い
、
い
わ
ば
冷
や
や
か
な
理
性
的
宗
教
を
信
じ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

だ
が
一
層
重
要
な
こ
と
は
ス
ミ
ス
に
あ
っ
て
は
、
神
は
単
に
宇
宙
を
創
っ
た
だ
け
で
は
な
い
、
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
神
は
全
被

造
物
の
幸
福
を
願
っ
て
慈
悲
深
く
見
守
っ
て
お
り
、
個
々
の
人
間
の
自
由
な
活
動
に
対
し
て
も
全
体
と
し
て
最
大
の
幸
福
と
調
和
を
与
え

る
べ
く
計
ら
っ
て
い
る
（
１
）

。
し
た
が
っ
て
こ
の
神
は
、
宇
宙
に
住
む
も
の
に
対
し
て
、
限
り
な
い
仁
愛
を
注
い
で
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し

た
宗
教
観
を
も
つ
ス
ミ
ス
に
あ
っ
て
は
、
現
世
の
幸
福
が
重
要
な
事
柄
で
あ
っ
て
、
来
世
の
幸
福
は
副
次
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

だ
か
ら
世
界
を
創
造
し
た
神
は
、
ス
ミ
ス
に
あ
っ
て
は
、
人
間
の
現
世
の
幸
福
を
念
じ
て
い
る
恵
み
深
い
神
な
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
ス

ミ
ス
の
神
は
、「
自
然
の
す
べ
て
の
運
動
を
方
向
づ
け
、
彼
自
身
の
不
変
の
諸
長
所
に
よ
っ
て
、
つ
ね
に
自
然
の
中
に
可
能
な
か
ぎ
り
の

最
大
の
量
の
幸
福
を
維
持
し
よ
う
と
、
決
意
し
て
い
る
」「
あ
の
偉
大
で
慈
悲
深
い
全
知
の
存
在
（
２
）

」
で
あ
っ
た
。

ス
ミ
ス
の
道
徳
哲
学
が
、
人
間
の
現
世
で
の
幸
福
に
関
す
る
学
問
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
か
ら
分
化
し
て
き
た
経
済
学
も
人
間
の
幸
福

を
考
え
る
学
問
で
あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
っ
た
。「
人
は
パ
ン
の
み
に
て
生
き
る
も
の
に
あ
ら
ず
」
と
い
わ
れ
る
。
確
か
に
そ
う
で
あ
る
。

だ
が
「
パ
ン
な
く
し
て
人
間
は
生
き
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
精
神
的
な
幸
福
を
享
受
す
る
た
め
に
も
、

生
活
物
資
の
調
達
と
い
う
物
質
的
な
条
件
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
わ
れ
わ
れ
は
、
生
活
物
資
が
豊
富
に
獲
得
で
き
る
と

）
一
二
二
（



ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
お
け
る
富
と
幸
福
（
山
口
）

二
七

七
　
む
す
び
に
か
え
て

ス
ミ
ス
は
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
学
に
入
学
し
、
最
も
影
響
を
受
け
た
人
物
は
道
徳
哲
学
の
教
師
ハ
チ
ス
ン
で
あ
っ
た
。
ハ
チ
ス
ン
か
ら
ス
ミ

ス
は
宗
教
的
楽
観
主
義
を
受
け
継
ぎ
、
そ
れ
は
前
述
の
よ
う
に
理
神
論
あ
る
い
は
自
然
宗
教
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ス
ミ
ス
は
理

神
論
者
で
あ
っ
た
か
ら
、
宇
宙
の
創
造
者
た
る
神
の
存
在
を
信
じ
て
お
り
、
神
そ
の
も
の
は
否
定
し
な
い
が
、
そ
れ
以
外
の
日
常
生
活
に

お
い
て
は
神
や
教
会
を
必
要
と
し
な
い
、
い
わ
ば
冷
や
や
か
な
理
性
的
宗
教
を
信
じ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

だ
が
一
層
重
要
な
こ
と
は
ス
ミ
ス
に
あ
っ
て
は
、
神
は
単
に
宇
宙
を
創
っ
た
だ
け
で
は
な
い
、
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
神
は
全
被

造
物
の
幸
福
を
願
っ
て
慈
悲
深
く
見
守
っ
て
お
り
、
個
々
の
人
間
の
自
由
な
活
動
に
対
し
て
も
全
体
と
し
て
最
大
の
幸
福
と
調
和
を
与
え

る
べ
く
計
ら
っ
て
い
る
（
１
）

。
し
た
が
っ
て
こ
の
神
は
、
宇
宙
に
住
む
も
の
に
対
し
て
、
限
り
な
い
仁
愛
を
注
い
で
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し

た
宗
教
観
を
も
つ
ス
ミ
ス
に
あ
っ
て
は
、
現
世
の
幸
福
が
重
要
な
事
柄
で
あ
っ
て
、
来
世
の
幸
福
は
副
次
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

だ
か
ら
世
界
を
創
造
し
た
神
は
、
ス
ミ
ス
に
あ
っ
て
は
、
人
間
の
現
世
の
幸
福
を
念
じ
て
い
る
恵
み
深
い
神
な
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
ス

ミ
ス
の
神
は
、「
自
然
の
す
べ
て
の
運
動
を
方
向
づ
け
、
彼
自
身
の
不
変
の
諸
長
所
に
よ
っ
て
、
つ
ね
に
自
然
の
中
に
可
能
な
か
ぎ
り
の

最
大
の
量
の
幸
福
を
維
持
し
よ
う
と
、
決
意
し
て
い
る
」「
あ
の
偉
大
で
慈
悲
深
い
全
知
の
存
在
（
２
）

」
で
あ
っ
た
。

ス
ミ
ス
の
道
徳
哲
学
が
、
人
間
の
現
世
で
の
幸
福
に
関
す
る
学
問
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
か
ら
分
化
し
て
き
た
経
済
学
も
人
間
の
幸
福

を
考
え
る
学
問
で
あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
っ
た
。「
人
は
パ
ン
の
み
に
て
生
き
る
も
の
に
あ
ら
ず
」
と
い
わ
れ
る
。
確
か
に
そ
う
で
あ
る
。

だ
が
「
パ
ン
な
く
し
て
人
間
は
生
き
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
精
神
的
な
幸
福
を
享
受
す
る
た
め
に
も
、

生
活
物
資
の
調
達
と
い
う
物
質
的
な
条
件
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
わ
れ
わ
れ
は
、
生
活
物
資
が
豊
富
に
獲
得
で
き
る
と

）
一
二
二
（
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二
〇
二
〇
年
十
二
月
）

二
八

い
う
物
質
的
幸
福
を
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
た
だ
留
意
す
べ
き
こ
と
は
、
ス
ミ
ス
に
あ
っ
て
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、

人
間
は
自
然
の
欺
瞞
の
中
で
野
心
や
虚
栄
に
と
ら
わ
れ
て
、
う
わ
べ
の
幸
福
の
た
め
に
富
を
無
限
に
追
求
す
る
の
だ
か
ら
─
た
と
え
真
の

幸
福
に
は
不
必
要
で
あ
る
に
し
て
も
─
人
間
の
生
存
に
つ
い
て
考
え
る
際
に
、
富
の
無
限
追
求
と
い
う
事
実
を
無
視
す
る
わ
け
に
は
い
か

な
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
踏
ま
え
ス
ミ
ス
に
あ
っ
て
は
、
う
わ
べ
の
幸
福
と
真
の
幸
福
と
を
混
同
し
て
は
い
け
な
い
、
真
の
幸
福
と
は
ス
ト
ア
哲
学
者
が

強
調
し
た
の
と
同
じ
人
生
の
真
理
、
つ
ま
り
「
小
欲
知
足
」
の
簡
素
（
シ
ン
プ
ル
）
な
生
活
を
人
間
性
の
本
質
に
根
ざ
す
も
の
で
あ
る
こ

と
を
説
き
、
そ
れ
を
高
く
評
価
し
た
の
で
あ
る
。
だ
が
こ
う
し
た
生
活
は
、
人
類
の
中
の
賢
人
の
み
が
実
行
可
能
で
あ
る
、
と
ス
ミ
ス
は

い
う
。
一
方
、
人
類
の
う
ち
の
多
数
を
形
成
し
て
い
る
「
粗
い
粘
土
（
３
）

」
で
あ
る
民
衆
に
と
っ
て
は
、
欺
瞞
の
中
で
野
心
と
虚
栄
に
と
ら
わ

れ
る
の
が
通
常
の
状
態
で
あ
り
、
ス
ト
ア
哲
学
者
が
唱
え
る
「
余
分
な
欲
望
を
遠
ざ
け
る
」「
小
欲
知
足
」
と
い
う
簡
素
（
シ
ン
プ
ル
）
な

生
活
を
送
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
ス
ミ
ス
は
見
る
。
富
や
地
位
を
無
限
に
追
求
し
て
も
、
う
わ
べ
の
幸
福
は
得
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い

が
、
真
の
幸
福
は
得
ら
れ
な
い
こ
と
を
ス
ミ
ス
は
力
説
し
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。

敷
衍
す
れ
ば
、
社
会
の
大
多
数
で
あ
る
民
衆
は
、
つ
ね
に
世
間
の
評
価
を
気
に
し
な
が
ら
、
自
然
に
欺
さ
れ
て
、
よ
り
大
き
な
富
、
よ

り
大
き
な
地
位
は
、
よ
り
大
き
な
幸
福
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
と
勘
違
い
す
る
。
し
か
し
そ
れ
は
幻
想
で
し
か
な
い
。
大
き
な
富
を
獲
得

し
た
と
し
て
も
実
際
に
は
、
幸
福
は
ほ
と
ん
ど
増
加
し
な
い
。
個
人
の
幸
福
の
程
度
は
、
富
の
増
加
の
後
と
前
で
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な

い
（
４
）

。
真
の
幸
福
と
は
、
心
が
平
静
な
こ
と
で
あ
る
。
心
の
平
静
を
得
る
た
め
に
は
、
さ
さ
や
か
な
量
の
生
活
物
資
つ
ま
り
最
低
水
準
の
富

を
得
て
、
健
康
で
負
債
が
な
く
、
良
心
に
や
ま
し
い
と
こ
ろ
が
な
い
生
活
を
送
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ス
ミ
ス
は
富
と
真
の
幸
福
と
の

関
係
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
に
強
調
し
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。

）
一
二
二
（

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
お
け
る
富
と
幸
福
（
山
口
）

二
九

（
1
）	

大
道
安
次
郎
、
前
掲
書
、
二
六
─
七
頁
。

（
２
）	

T
M

S
,	p.	２35.

　
邦
訳
、
四
七
〇
頁
。

（
3
）	

T
M

S
,	pp.	1６２-3.

　
邦
訳
、
二
〇
九
頁
。

（
4
）	

ラ
ス
・
ロ
バ
ー
ツ
、
前
掲
書
、
第
五
章
を
参
照
。

）
一
二
二
（
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九
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1
）	

大
道
安
次
郎
、
前
掲
書
、
二
六
─
七
頁
。

（
２
）	

T
M

S
,	p.	２35.

　
邦
訳
、
四
七
〇
頁
。

（
3
）	

T
M

S
,	pp.	1６２-3.

　
邦
訳
、
二
〇
九
頁
。

（
4
）	
ラ
ス
・
ロ
バ
ー
ツ
、
前
掲
書
、
第
五
章
を
参
照
。

）
一
二
二
（



尖
閣
諸
島
問
題
と
ア
メ
リ
カ
の
中
立
政
策
（
山
城
）

三
一

⑴
　
尖
閣
諸
島
の
帰
属
問
題

武
力
衝
突
の
危
険
性
を
は
ら
む
尖
閣
諸
島

台
湾
と
中
国
が
尖
閣
諸
島
に
つ
い
て
領
有
権
を
主
張
し
始
め
た

の
は
一
九
七
一
年
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
年
が
国
際
法
上
の
争
い

が
発
生
し
た
こ
と
を
決
定
す
る
日
（
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
デ
ー
ト
（
１
）
）

と
な
る
。
尖
閣
問
題
が
紛
争
化
し
た
の
は
一
九
六
八
年
、
国
連
ア

ジ
ア
極
東
経
済
委
員
会
（
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｅ
：E

conom
ic C

om
m

ission 
for A

sia and the F
ar E

ast

）
の
尖
閣
周
辺
に
石
油
及
び
天
然

ガ
ス
田
等
の
埋
蔵
海
底
資
源
存
在
の
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
調
査

結
果
が
発
表
さ
れ
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
尖
閣
諸
島
周
辺
、
領
海
外

側
（
二
〇
〇
海
里
の
排
他
的
経
済
水
域
、
Ｅ
Ｅ
Ｚ
）
に
あ
る
接
続

水
域
を
台
湾
漁
船
や
中
国
海
警
局
の
船
が
連
日
航
行
し
て
い
る
の

が
海
上
保
安
庁
の
巡
視
船
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
て
い
る
（
２
）
。

こ
う
し
た
状
況
の
も
と
、
二
〇
一
〇
年
九
月
七
日
東
シ
ナ
海
の

尖
閣
諸
島
北
方
で
中
国
漁
船
が
海
上
保
安
庁
の
巡
視
船
へ
の
衝
突

事
件
が
発
生
す
る
。
こ
の
中
国
漁
船
は
拿
捕
さ
れ
、
船
長
が
公
務

執
行
妨
害
で
逮
捕
さ
れ
る
。
こ
こ
で
尖
閣
問
題
は
領
海
紛
争
問
題

か
ら
係
争
事
件
に
転
化
す
る
。
中
国
漁
船
「
閩び
ん

晋
漁
５
１
７
９
」

が
海
上
保
安
庁
の
巡
視
船
「
よ
な
く
に
」
と
「
み
ず
き
」
に
体
当

た
り
し
、
船
長
と
船
員
一
四
人
は
船
体
ご
と
石
垣
島
に
連
行
さ
れ

船
長
が
拘
留
さ
れ
る
（
３
）
。
と
こ
ろ
が
、
那
覇
地
方
検
察
庁
は
処
分
保

尖
閣
諸
島
問
題
と
ア
メ
リ
カ
の
中
立
政
策

山

　
　城

　
　秀

　
　市

研
究
ノ
ー
ト

）
一
四
二
（




